
・『ひじはく』開幕
・地元あそびのススメ
・�写真は、豊岡小学校入学式の様子
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ひじはく今年も開幕です。
　昨年の夏～秋にかけて行われ、多くの方にご参加いた
だいたひじはくが今年も開催されます。今年は緑の深ま
る５月に開幕します。
　５月 26 日（金）にオープニングとして開催する『お
寺でエキゾチックな食事会』をはじめ、全 49 プランを
用意しています。誘

いざな

い人や他の参加者と語らいながら、
とっておきの時間を過ごしてみませんか？
　いずれのプランも予約が必要で、5月 5日（金）から
受付を開始します。プランなどの詳細は、ひじはくの公式ホー
ムページをご覧になるか、日出町観光協会（☎ 72-4255）
へお問い合わせください。

※�ひじはくは、様々な体験プランを通して町の
魅力に触れていただける、一般参加型のイベ
ントです。
※�誘い人とは、各プランを企画・運営する方です。

西教寺×スパイス食堂クーポノス（園ちゃん）

お寺でエキゾチックな食事会
　別府で人気のスパイス食堂クーポノスの園ちゃんのお料理
と、西教寺との初めての融合。ひじはくオープニングを祝う祝
宴のテーマは『出会いと調和』。ひじはくでの出会いとふれあ
いが繋がり、こころ豊かに満たされていきますように。体に優
しいお料理と美味しいお酒をいただきながら、ゆったりとした
時の流れに身をゆだねてみませんか？

■日時� � ５月 26日（金）
� � ①ランチ　12時～ 14時
　�� � ②ディナー　19時～ 21時
■場所� � 西教寺（日出町 2998-1　☎ 72-2704）
� � ※駐車場 10台
■費用　　� ① 1,500 円（サラダプレート＆豆カレー＆チャイ）
　　　　　� ② 3,000 円（ビュッフェスタイル＆１ドリンク）
■定員� � 20 ～ 30 名（３日前までに要予約）�
■予約・問合先� 日出町観光協会　☎ 72-4255

■誘い人

　宮川　園（クーポノス店長）　＆　西教寺

ひじはくオープニング

瀧廉太郎を偲んで

西教寺音楽会
～ヴィオラとピアノの夕べ～
　手作りの行燈に灯されたお寺の本堂で奏でられる悠久の調
べ。第 16回目を迎える『西教寺』の音楽会では、ヴィオラ奏
者の川本嘉子氏を迎えて、ピアノ奏者の三船優子氏とのセッ
ションをお楽しみいただけます。

■日時� � ６月２日（金）　19時～ 20時 30分
■場所� � 西教寺（日出町 2998-1）
■費用� � 1,000 円
■定員� � 20 名（３日前までに要予約）
■予約・問合先� 西教寺　☎ 72-2704

深見記念館の和室で纏
まと

う

風薫るお香と茶の湯
　四季のうつろいを愛で、香りに心遊ばせる。日本の精神文化
とともに育まれた香道の世界は、香りの芸術です。香道では、
香りを『かぐ』とはいわず『聞く』と表現します。いくつかの
香木が焚かれ、香りを聞きわけながら雅な世界に興じます。

■日時� � ５月 28日（日）
　　　　　　　　10時～ 12時、13時 30分～ 15時 30分
■場所� � 深見記念館（日出町 2612-4）
� � ※二の丸館横
■費用� � 1,500 円（お茶、お茶菓子付き）�
■定員� � 30 名（３日前までに要予約）
■予約・問合先� 日出町観光協会　☎ 72-4255

藩主の風待ち茶屋『襟
きんこうてい

江亭』の湧水でいただく

木下家ゆかりの神楽殿で青葉の茶会

　大神の襟江亭は、日出藩主が参勤交代の際、船出に適した風
が吹くのを待っていた風待ち茶屋です。井戸から湧き出る水は、
お茶を差し上げるときに用いられていた藩主ゆかりの水。この
特別な湧水をいただく茶会を、藩主ゆかりの日出若宮八幡神社
の神楽殿に設

しつら

えます。

■日時� � ５月27日（土）　10時～ 15時
■場所� � 日出若宮八幡神社神楽殿（日出町 2831-1）
■費用� � 1,000 円（お茶、お茶菓子付き）
■定員� � 50 名（前日までに要予約）
■予約・問合先� 日出町観光協会　☎ 72-4255

■誘い人

　小石護久（日出若宮八幡神社宮司）

　造士宗静（表千家茶道教授）

■誘い人

　西教寺若婦人会
　※�西教寺音楽会は、『日出の人・瀧廉太郎』の百回
忌をご縁として、平成 14年にスタートしました。

■誘い人

　造士宗静（表千家茶道教授）

　木下益貴与（出香・造士社中）

この他にも多数のプランをご用意していますので、日出町観光協会（☎72-4255）までお気軽にお問い合わせください。
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５
月
は
気
候
も
穏
や
か
に
な
り
、

ど
こ
か
へ
お
出
か
け
し
た
く
な
る

シ
ー
ズ
ン
。
上
旬
に
は
大
型
連
休
も

あ
り
、
遠
方
へ
の
旅
行
を
計
画
し
て

い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
町
内
に
は
春
の
行
楽
に

最
適
な
施
設
・
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
今
年
は
思
い
切
っ
て

『
地
元
あ
そ
び
』
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

春の行楽シーズン到来！

地元あそびのススメ

経
きょうづかやま

塚山『ザビエルの道』登山

　
豊
岡
の
経
塚
山
に
は
、
戦
国
時

代
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

が
歩
い
た
と
い
わ
れ
る
古
道
（
西

鹿か
な
ご
え

鳴
越
道
）
が
あ
り
ま
す
。
現
在

は
、
登
山
道
と
し
て
整
備
さ
れ
て

お
り
、
山
登
り
に
適
し
た
季
節
に

な
る
と
、
多
く
の
登
山
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。

　
経
塚
山
の
山
頂
に
は
、
ミ
ヤ
マ

キ
リ
シ
マ
が
自
生
し
て
お
り
、
毎

年
５
月
中
旬
頃
に
な
る
と
見
頃
を

迎
え
ま
す
。

　
ま
た
、
登
山
道
の
途
中
か
ら
見

え
る
景
色
は
、
息
を
の
む
よ
う
な

絶
景
。
別
府
湾
が
ま
る
で
池
の
よ

う
に
見
え
ま
す
。

■問合先

日出町観光協会　☎ 72-4255

糸ヶ浜海浜公園キャンプ場

ハーモニーランド

　
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
の
王
道
と
い
え

ば
『
キ
ャ
ン
プ
』。
大
神
の
糸
ヶ
浜
海
浜

公
園
内
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、『
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
』『
ロ
グ
キ
ャ
ビ
ン
』
な
ど
、

ア
ウ
ト
ド
ア
設
備
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

　
別
府
湾
に
面
し
て
い
る
の
で
、
素
晴
ら

し
い
景
色
を
眺
め
な
が
ら
の
キ
ャ
ン
プ
を

楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
夕
暮
れ
時
に
は
と

て
も
幻
想
的
な
光
景
が
広
が
り
ま
す
。

※
ご
利
用
の
際
は
、
糸
ヶ
浜
管
理
事
務
所

へ
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
利
用
時
間
や
料
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
施
設
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　
藤
原
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
は

『
ハ
ッ
ピ
ー
イ
ー
ス
タ
ー
』
を
開
催
中

（
５
月
31
日
ま
で
）。
期
間
中
は
、『
パ

レ
ー
ド
パ
ラ
レ
ル
　
イ
ー
ス
タ
ー
バ
ー

ジ
ョ
ン
』
を
は
じ
め
、
こ
の
季
節
な
ら

で
は
の
装
い
の
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
な
ど
を

楽
し
め
ま
す
。

　
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
に
す
ぐ
に
会
い
に
行

け
る
の
は
、『
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
と
く
ら

す
ま
ち
』
な
ら
で
は
の
特
権
で
す
。

■��

入
園
料

パ
ス
ポ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
（
４
歳
以
上
）

２
９
０
０
円

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
夜
間
営
業
日
限
定

の
チ
ケ
ッ
ト
も
ご
ざ
い
ま
す
。

※
マ
タ
ニ
テ
ィ
割
引
あ
り

※
駐
車
料
金
別
途

■問合・申込先

糸ヶ浜管理事務所　☎ 72-0555（月曜日休業）

■問合先

☎ 73-1111（５月の休園日は11日（木）・18日（木）・25日（木））

（C）'76,'91,'96,'01,'12,'17�SANRIO
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パ
ス
ポ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
（
４
歳
以
上
）

２
９
０
０
円

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
夜
間
営
業
日
限
定

の
チ
ケ
ッ
ト
も
ご
ざ
い
ま
す
。

※
マ
タ
ニ
テ
ィ
割
引
あ
り

※
駐
車
料
金
別
途

■問合・申込先

糸ヶ浜管理事務所　☎ 72-0555（月曜日休業）

■問合先

☎ 73-1111（５月の休園日は11日（木）・18日（木）・25日（木））

（C）'76,'91,'96,'01,'12,'17�SANRIO
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３
月
24
日
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
派
遣
さ
れ

る
垣
迫
雄
斗
さ
ん
（
大
神
中
央
）
と
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
な
ど
４
名
が
役
場
を
訪

れ
、
本
田
町
長
に
出
発
報
告
を
行
い
ま

し
た
。
現
地
で
は
、
ナ
ン
プ
ラ
国
立
農

業
研
究
所
に
配
属
さ
れ
、
２
年
間
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
な
ど
を
生
か
し
た
業

務
に
携
わ
り
ま
す
。

　
志
望
の
動
機
に
つ
い
て
、
垣
迫
さ
ん

は
「
日
本
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
経
験
を

試
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
」
と
話
し
、

「
現
地
に
溶
け
込
ん
で
い
ろ
い
ろ
と
学

び
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
本
田
町
長
は
「
海
外
に
出
て
貢
献
し

よ
う
と
思
う
の
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
」

と
、
賛
辞
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　
垣
迫
さ
ん
は
、
３
月
27
日
に
日
本
を

出
発
し
、
現
在
は
現
地
で
の
活
動
に
励

ん
で
い
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

垣
迫
さ
ん
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
へ抱負を述べる垣迫さん

　
大
神
中
学
校
の
入
学
式
で
、
清
家

健け
ん
し志
校
長
は
、
式
辞
で
「
他
人
を
大
事

に
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
自
身
を
も

大
事
に
で
き
る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
新
入
生
代
表
誓
い
の
言
葉
で
は
、
深

田
菜な
つ
き月

さ
ん
が
「
新
し
い
中
学
校
生
活

を
一
生
懸
命
に
頑
張
り
ま
す
」
と
力
強

く
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
豊
岡
小
学
校
の
入
学
式
で
、

須
股
仁
美
校
長
は
、
式
辞
で
「
毎
日
元

気
な
挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
入
学
式
の
後
、黒
瀬
雅ま
さ
ひ
ろ大

さ
ん
は「
入

学
式
で
は
緊
張
し
た
け
ど
、
明
日
か
ら

し
っ
か
り
頑
張
る
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
、
町
立
中
学
校
に
合
計

２
７
６
名
、
小
学
校
に
合
計
２
６
０

名
、
幼
稚
園
に
合
計
１
７
０
名
が
入

学
・
入
園
し
ま
し
た
。

誓いの言葉を述べる深田さん（大神中）

入
学
・
入
園
お
め
で
と
う
‼

小
・
中
学
校
で
入
学
式

　
　
　
町
立
幼
稚
園
で
入
園
式

　
４
月
12
・
13
・
14
日
、
町
立
中
学
校
、

小
学
校
、
幼
稚
園
で
、
そ
れ
ぞ
れ
入
学

式
・
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
章

消
防
団
の
藤
田
髙
志
分
団
長

　
日
出
町
消
防
団
第
３
分
団
の
藤
田
髙

志
分
団
長
が
、
平
成
28
年
度
消
防
庁
長

官
表
彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）
を
受
章

し
、
そ
の
伝
達
式
が
３
月
23
日
、
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
章
は
、
消
防
に
関
し
て
最
も
栄

誉
の
あ
る
も
の
で
、
39
年
に
亘
る
消
防

団
活
動
が
評
価
さ
れ
て
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
伝
達
式
で
は
、
本
田
町
長
か
ら
「
39

年
に
亘
る
活
躍
が
評
価
さ
れ
た
。
こ
れ

か
ら
も
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
に
ご
活
躍
願
い
た
い
」
と
お
祝
い
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
藤
田
分
団
長
は
「
誰
も
が
も
ら
え
る

章
で
は
な
い
の
で
、
受
章
に
大
変
感
謝

し
て
い
る
。
こ
れ
を
励
み
に
、
微
力
な

が
ら
よ
り
一
層
消
防
団
活
動
に
尽
力
し

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

受章した藤田分団長（中央）

呼びかけに元気よく答える新入児童たち（豊岡小）

買
物
支
援
や
見
守
り

コ
ー
プ
お
お
い
た
と
協
定

交
通
指
導
員
委
嘱
式

塩
川
さ
ん
に
委
嘱
状
を
交
付

委嘱状を受け取る塩川さん（左）

　
交
通
指
導
員
委
嘱
式
が
、
４
月
７
日

に
役
場
で
行
わ
れ
、
今
年
度
新
た
に
交

通
指
導
員
と
な
っ
た
塩
川
三
次
さ
ん

に
、
本
田
町
長
が
委
嘱
状
を
交
付
し
ま

し
た
。

　
本
田
町
長
は
「
住
民
の
交
通
安
全
確

保
の
た
め
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
塩
川
さ
ん
は
交
通
指
導
員
に
な
る
前

か
ら
大
神
中
学
校
近
く
の
横
断
歩
道
に

毎
朝
立
ち
、
通
学
す
る
生
徒
ら
を
見
守

り
続
け
て
き
ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
は

交
通
指
導
員
と
し
て
、
通
学
す
る
生
徒

ら
は
も
ち
ろ
ん
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
・
行

事
な
ど
に
お
い
て
も
、
交
通
事
故
が
無

い
よ
う
に
一
層
頑
張
り
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　
交
通
指
導
員
の
任
期
は
２
年
で
す
。

ら
く
ら
く
ヨ
ガ
教
室
を
開
催

南
端
地
区
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

ヨガで体をほぐす参加者ら

　
４
月
15
日
、南
端
中
学
校
（
休
校
中
）

で
『
南
端
地
区
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
12
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
の
サ
ロ

ン
で
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
招
い

て
の
『
ら
く
ら
く
ヨ
ガ
教
室
』
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
サ
ロ
ン
で
は
、
地
元
の

住
民
な
ど
を
対
象
に
、月
に
一
度
、様
々

な
催
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
に
携

わ
っ
て
い
る
、
ま
ち
づ
く
り
協
力
隊
の

桑
原
多
佳
子
さ
ん
は
「
サ
ロ
ン
の
一
番

の
目
的
は
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
。
今
後
も
交
流
の
場
と
し
て
、
多
く

の
方
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
ヨ
ガ
で
体
を
ほ
ぐ

し
た
後
、
み
ん
な
で
昼
食
を
お
い
し
そ

う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

協定調印式の様子

桜
が
咲
き
誇
る
中
で
の
開
催

横
津
神
社
で
春
季
例
大
祭

　
横
津
神
社
（
藤
原
）
で
４
月
８
日
、

春
季
例
大
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
境

内
の
桜
が
見
頃
を
迎
え
る
中
、
社
殿
で

神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
横
津
神
社
は
、
名
君
と
称
え
ら
れ
る

日
出
藩
第
３
代
藩
主
・
木
下
俊
長
侯
を

祭
神
と
し
、
日
出
藩
時
代
に
は
鎮
守
と

し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
で
は
、
木
下
家
19
代
当
主

の
木
下
崇
俊
さ
ん
が
、「
毎
年
皆
さ
ん

に
お
会
い
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
、
来
場
者
と
も
親
し
げ

に
語
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　
神
事
の
後
、『
日
出
町
暘
谷
ひ
ょ
っ

と
こ
踊
り
愛
好
会
』
の
皆
さ
ん
が
、

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
を
披
露
。
ひ
ょ
っ
と

こ
た
ち
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
動
き
に
来
場

者
の
顔
に
も
笑
顔
の
花
が
咲
い
て
い
ま

し
た
。

神事の様子

　
３
月
28
日
、
日
出
町
と
生
活
協
同
組

合
コ
ー
プ
お
お
い
た
（
青
木
博
範
理
事

長
）
は
、『
ふ
れ
あ
い
で
支
え
る
地
域

づ
く
り
包
括
連
携
協
定
』
を
結
び
ま
し

た
。

　
こ
の
協
定
は
、
社
会
資
源
や
経
営
資

源
を
相
互
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
住
民

の
福
祉
や
安
全
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
町
内
で
移
動
販
売
車
を
走
ら
せ
た

り
、
配
送
時
の
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り

の
強
化
な
ど
の
取
組
を
行
い
ま
す
。

　
調
印
式
で
は
、
青
木
理
事
長
と
本
田

町
長
が
協
定
書
に
署
名
し
、
握
手
を
交

わ
し
ま
し
た
。
町
長
は
「
近
く
に
店
舗

が
な
い
地
域
の
買
い
物
支
援
や
災
害
時

の
生
活
物
資
の
供
給
な
ど
、
町
民
の
安

全
・
安
心
に
つ
な
が
る
こ
と
に
期
待
し

て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
協
定
の
締
結
は
、
県
内
市
町
村
で
３

市
町
目
と
な
り
ま
す
。
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３
月
24
日
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
派
遣
さ
れ

る
垣
迫
雄
斗
さ
ん
（
大
神
中
央
）
と
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
な
ど
４
名
が
役
場
を
訪

れ
、
本
田
町
長
に
出
発
報
告
を
行
い
ま

し
た
。
現
地
で
は
、
ナ
ン
プ
ラ
国
立
農

業
研
究
所
に
配
属
さ
れ
、
２
年
間
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
な
ど
を
生
か
し
た
業

務
に
携
わ
り
ま
す
。

　
志
望
の
動
機
に
つ
い
て
、
垣
迫
さ
ん

は
「
日
本
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
経
験
を

試
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
」
と
話
し
、

「
現
地
に
溶
け
込
ん
で
い
ろ
い
ろ
と
学

び
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
本
田
町
長
は
「
海
外
に
出
て
貢
献
し

よ
う
と
思
う
の
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
」

と
、
賛
辞
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　
垣
迫
さ
ん
は
、
３
月
27
日
に
日
本
を

出
発
し
、
現
在
は
現
地
で
の
活
動
に
励

ん
で
い
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

垣
迫
さ
ん
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
へ抱負を述べる垣迫さん

　
大
神
中
学
校
の
入
学
式
で
、
清
家

健け
ん
し志
校
長
は
、
式
辞
で
「
他
人
を
大
事

に
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
自
身
を
も

大
事
に
で
き
る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
新
入
生
代
表
誓
い
の
言
葉
で
は
、
深

田
菜な
つ
き月

さ
ん
が
「
新
し
い
中
学
校
生
活

を
一
生
懸
命
に
頑
張
り
ま
す
」
と
力
強

く
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
豊
岡
小
学
校
の
入
学
式
で
、

須
股
仁
美
校
長
は
、
式
辞
で
「
毎
日
元

気
な
挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
入
学
式
の
後
、黒
瀬
雅ま
さ
ひ
ろ大

さ
ん
は「
入

学
式
で
は
緊
張
し
た
け
ど
、
明
日
か
ら

し
っ
か
り
頑
張
る
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
、
町
立
中
学
校
に
合
計

２
７
６
名
、
小
学
校
に
合
計
２
６
０

名
、
幼
稚
園
に
合
計
１
７
０
名
が
入

学
・
入
園
し
ま
し
た
。

誓いの言葉を述べる深田さん（大神中）

入
学
・
入
園
お
め
で
と
う
‼

小
・
中
学
校
で
入
学
式

　
　
　
町
立
幼
稚
園
で
入
園
式

　
４
月
12
・
13
・
14
日
、
町
立
中
学
校
、

小
学
校
、
幼
稚
園
で
、
そ
れ
ぞ
れ
入
学

式
・
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
章

消
防
団
の
藤
田
髙
志
分
団
長

　
日
出
町
消
防
団
第
３
分
団
の
藤
田
髙

志
分
団
長
が
、
平
成
28
年
度
消
防
庁
長

官
表
彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）
を
受
章

し
、
そ
の
伝
達
式
が
３
月
23
日
、
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
章
は
、
消
防
に
関
し
て
最
も
栄

誉
の
あ
る
も
の
で
、
39
年
に
亘
る
消
防

団
活
動
が
評
価
さ
れ
て
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
伝
達
式
で
は
、
本
田
町
長
か
ら
「
39

年
に
亘
る
活
躍
が
評
価
さ
れ
た
。
こ
れ

か
ら
も
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
に
ご
活
躍
願
い
た
い
」
と
お
祝
い
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
藤
田
分
団
長
は
「
誰
も
が
も
ら
え
る

章
で
は
な
い
の
で
、
受
章
に
大
変
感
謝

し
て
い
る
。
こ
れ
を
励
み
に
、
微
力
な

が
ら
よ
り
一
層
消
防
団
活
動
に
尽
力
し

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

受章した藤田分団長（中央）

呼びかけに元気よく答える新入児童たち（豊岡小）

買
物
支
援
や
見
守
り

コ
ー
プ
お
お
い
た
と
協
定

交
通
指
導
員
委
嘱
式

塩
川
さ
ん
に
委
嘱
状
を
交
付

委嘱状を受け取る塩川さん（左）

　
交
通
指
導
員
委
嘱
式
が
、
４
月
７
日

に
役
場
で
行
わ
れ
、
今
年
度
新
た
に
交

通
指
導
員
と
な
っ
た
塩
川
三
次
さ
ん

に
、
本
田
町
長
が
委
嘱
状
を
交
付
し
ま

し
た
。

　
本
田
町
長
は
「
住
民
の
交
通
安
全
確

保
の
た
め
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
塩
川
さ
ん
は
交
通
指
導
員
に
な
る
前

か
ら
大
神
中
学
校
近
く
の
横
断
歩
道
に

毎
朝
立
ち
、
通
学
す
る
生
徒
ら
を
見
守

り
続
け
て
き
ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
は

交
通
指
導
員
と
し
て
、
通
学
す
る
生
徒

ら
は
も
ち
ろ
ん
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
・
行

事
な
ど
に
お
い
て
も
、
交
通
事
故
が
無

い
よ
う
に
一
層
頑
張
り
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　
交
通
指
導
員
の
任
期
は
２
年
で
す
。

ら
く
ら
く
ヨ
ガ
教
室
を
開
催

南
端
地
区
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

ヨガで体をほぐす参加者ら

　
４
月
15
日
、南
端
中
学
校
（
休
校
中
）

で
『
南
端
地
区
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
12
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
の
サ
ロ

ン
で
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
招
い

て
の
『
ら
く
ら
く
ヨ
ガ
教
室
』
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
サ
ロ
ン
で
は
、
地
元
の

住
民
な
ど
を
対
象
に
、月
に
一
度
、様
々

な
催
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
に
携

わ
っ
て
い
る
、
ま
ち
づ
く
り
協
力
隊
の

桑
原
多
佳
子
さ
ん
は
「
サ
ロ
ン
の
一
番

の
目
的
は
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
。
今
後
も
交
流
の
場
と
し
て
、
多
く

の
方
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
ヨ
ガ
で
体
を
ほ
ぐ

し
た
後
、
み
ん
な
で
昼
食
を
お
い
し
そ

う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

協定調印式の様子

桜
が
咲
き
誇
る
中
で
の
開
催

横
津
神
社
で
春
季
例
大
祭

　
横
津
神
社
（
藤
原
）
で
４
月
８
日
、

春
季
例
大
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
境

内
の
桜
が
見
頃
を
迎
え
る
中
、
社
殿
で

神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
横
津
神
社
は
、
名
君
と
称
え
ら
れ
る

日
出
藩
第
３
代
藩
主
・
木
下
俊
長
侯
を

祭
神
と
し
、
日
出
藩
時
代
に
は
鎮
守
と

し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
で
は
、
木
下
家
19
代
当
主

の
木
下
崇
俊
さ
ん
が
、「
毎
年
皆
さ
ん

に
お
会
い
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
、
来
場
者
と
も
親
し
げ

に
語
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　
神
事
の
後
、『
日
出
町
暘
谷
ひ
ょ
っ

と
こ
踊
り
愛
好
会
』
の
皆
さ
ん
が
、

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
を
披
露
。
ひ
ょ
っ
と

こ
た
ち
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
動
き
に
来
場

者
の
顔
に
も
笑
顔
の
花
が
咲
い
て
い
ま

し
た
。

神事の様子

　
３
月
28
日
、
日
出
町
と
生
活
協
同
組

合
コ
ー
プ
お
お
い
た
（
青
木
博
範
理
事

長
）
は
、『
ふ
れ
あ
い
で
支
え
る
地
域

づ
く
り
包
括
連
携
協
定
』
を
結
び
ま
し

た
。

　
こ
の
協
定
は
、
社
会
資
源
や
経
営
資

源
を
相
互
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
住
民

の
福
祉
や
安
全
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
町
内
で
移
動
販
売
車
を
走
ら
せ
た

り
、
配
送
時
の
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り

の
強
化
な
ど
の
取
組
を
行
い
ま
す
。

　
調
印
式
で
は
、
青
木
理
事
長
と
本
田

町
長
が
協
定
書
に
署
名
し
、
握
手
を
交

わ
し
ま
し
た
。
町
長
は
「
近
く
に
店
舗

が
な
い
地
域
の
買
い
物
支
援
や
災
害
時

の
生
活
物
資
の
供
給
な
ど
、
町
民
の
安

全
・
安
心
に
つ
な
が
る
こ
と
に
期
待
し

て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
協
定
の
締
結
は
、
県
内
市
町
村
で
３

市
町
目
と
な
り
ま
す
。
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▼
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
ま
す

　
聴
覚
障
害
者
の
日
常
生
活
を
支
援
す

る
た
め
、
5
月
か
ら
毎
週
火
曜
日
、
福

祉
対
策
課
に
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
ま

す
。
事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
事
業
と
は
別
に
、
様
々
な

場
所
へ
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
を

派
遣
す
る
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
事
業
』
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
福

祉
対
策
課
障
害
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
配
置
日
時

　
毎
週
火
曜
日
　
９
時
～
17
時

■
配
置
場
所
　
福
祉
対
策
課�

■
問
合
先

FAX‌

73
‐
2
8
3
3

☎
73
‐
３
１
２
６

▼
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
里
親
と
は
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
家

庭
で
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
い

子
ど
も
を
家
族
の
一
員
と
し
て
迎
え
、

あ
た
た
か
な
雰
囲
気
の
中
で
豊
か
な
愛

情
を
持
っ
て
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育

て
て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
で
す
。

　
県
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
や
地
域
の
子
ど

も
た
ち
を
短
期
間
預
か
っ
て
く
だ
さ
る

方
や
乳
幼
児
を
長
期
間
預
か
っ
て
く
だ

さ
る
方
な
ど
、
広
く
里
親
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
次
の
日
程
で
里
親
募
集
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
６
月
２
日
（
金
）
10
時
～
12
時

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
　
無
料
（
申
込
不
要
）

■
問
合
先
　
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
２
０
１
６

▼�

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
資

格
期
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す

　
こ
れ
ま
で
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
（
国

民
年
金
の
保
険
料
納
付
済
期
間
や
厚
生

年
金
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
の
加
入
期

間
を
含
む
）
と
国
民
年
金
の
保
険
料
免

除
期
間
な
ど
を
合
算
し
た
資
格
期
間
が

原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要
で
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
29
年
8
月
1
日
か
ら

は
、
資
格
期
間
が
10
年
以
上
あ
れ
ば
老

齢
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
（
該
当
者
の
方
は
、
８

月
ま
で
に
年
金
請
求
書
が
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
）。

　
ま
た
、
10
年
の
資
格
期
間
が
な
い
方

で
も
年
金
を
受
け
取
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
住
民
課
年
金
係

☎
73
‐
３
１
２
２

🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰
　所在地　日出町大字豊岡 6060 番地 43
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　16,000 円～ 23,900 円
　駐車場　１台のみ（2,000 円）
　※浴槽有、ボイラーは入居者負担、下水道設備有
　※入居指定日があります。

🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱
　所在地　日出町大字藤原 459 番地１　他
　構造　　簡易耐火構造二階建
　家賃　　8,600 円～ 15,300 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽・ボイラーは入居者負担
　※トイレはくみ取り式
　※入居指定日があります。

１世帯につき、希望住宅を１つ選んで申し込んでく
ださい。応募者が供給戸数を上回る場合は抽選とな
ります。
■募集期間　５月１日（月）～５月 19 日（金）
■抽選日　　５月 24 日（水）10 時～
■抽選会場　役場旧館３階　大会議室

県営・町営住宅入居者募集（５月分）

■応募資格　
　�次のすべてに該当する方。ただし、県営住宅🅰🅰🅰
ついては①の条件を除きます。
　①�町内に住所を有する、または勤務先が町内にあ

ること
　②�入居者の合算所得が年額 1,896,000 円以下であ

ること。ただし裁量世帯の場合は 2,568,000 円
以下

　③税金の滞納がないこと
　④入居者名義の持家がないこと
　⑤独立していて、他の者の扶養に入ってないこと
　⑥現に住宅に困っていること
　⑦入居者が暴力団員ではないこと

■留意事項
　�町営藤原住宅について、今回の募集で入居者が決
まらなかった場合、以降は随時募集として先着順
で受け付けます。入居希望がある場合はご相談く
ださい。
�　�※随時募集の対象は藤原住宅のみです。県営住宅
およびその他の町営住宅（仁王や豊岡）に随時募
集はありませんので、ご注意ください。

■申込・問合先　
　都市建設課�管理係　☎ 73-3172

『下水道接続促進事業補助金制度』継続のお知らせ

　日出町では、昨年度から浄化槽やくみ取り便槽から下水道への切り
替え工事を行う方に対して補助金を交付しています。好評により、平成
29年度もこの制度を継続することにしました。下水道処理区域にお住
まいの方で、まだ下水道への接続がお済みでない方は、ぜひこの補助金
制度をご活用ください。
■補助対象（下記①～③の全てに該当する方）
①�公共下水道、漁業集落排水施設および農業集落排水施設の処理区域内
において、平成 29 年 4月 1日から平成 30 年 3月 31 日までに既設
の浄化槽またはくみ取り便槽を廃止し、新たに下水道に接続される方
②町税の滞納のない方
③受益者負担金および分担金の滞納のない方
■補助金額
　補助対象工事１件につき５万円
�※�申請は平成 30 年３月 31 日までに下水道に接続できる方に限られま
す。
※着工後の申請は受け付けることができません。
※�取り扱いできない業務もございますので、事前に担当課へお問い合わ
せください。
■問合先
上下水道課下水道管理係　　☎ 73-3124

浄化槽設置整備事業補助金制度のお知らせ　補助金額が増額になります！

■補助対象地域
　下水道の整備が予定されていない地域
■補助対象浄化槽
　�浄化槽法の規定による構造基準に適合するもので、
環境配慮型浄化槽に該当するもの。
※浄化槽システム協会HPに掲載しています。
■補助金額

人　槽 補　助　金　額（上限）
５人槽 332,000 円→ 432,000 円
６～７人槽 414,000 円→ 514,000 円
８人槽～ 548,000 円→ 648,000 円

▼
屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル
が
変
わ
り

　ま
す

　
平
成
28
年
12
月
に
大
分
県
屋
外
広
告

物
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
４
月
か
ら
高
い
位
置
に
設
置
さ
れ

た
広
告
物
（
地
上
か
ら
の
高
さ
が
４
ｍ

を
超
え
る
も
の
）
は
、
屋
外
広
告
士
な

ど
の
資
格
者
に
よ
る
点
検
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。

　
屋
外
広
告
物
に
よ
る
事
故
防
止
の
た

め
、
適
正
な
安
全
管
理
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
屋
外
広
告
物
に
関
す
る
ご
相

談
は
次
の
窓
口
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

�

■
問
合
先

　
県
別
府
土
木
事
務
所

☎
67
‐
３
１
２
６

■補助対象者
　�補助対象地域内の一般居住用住宅および自治公
民館において、既設の浄化槽・くみ取り便槽か
ら新しい浄化槽に設置替えする方

※ 申請は平成 30 年３月 31 日までに浄化槽を設置
できる方に限られます。

※新築住宅での浄化槽設置は対象外となります。
※着工後の申請は受け付けることができません。
※  町税を完納されていることが条件となります。

申請をご希望の方は、下記までお問い合わせくだ
さい。
■問合先　
上下水道課下水道管理係　　☎ 73-3124

　日出町では既設の浄化槽・くみ取り便槽から新しい浄化槽に設置替えする方に対して補助を行っています。
平成 29年度からは、この補助金額が 10万円増額となります。期間限定ですので、ぜひこの機会に合併処理
浄化槽を設置しませんか？
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▼
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
ま
す

　
聴
覚
障
害
者
の
日
常
生
活
を
支
援
す

る
た
め
、
5
月
か
ら
毎
週
火
曜
日
、
福

祉
対
策
課
に
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
ま

す
。
事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
事
業
と
は
別
に
、
様
々
な

場
所
へ
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
を

派
遣
す
る
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
事
業
』
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
福

祉
対
策
課
障
害
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
配
置
日
時

　
毎
週
火
曜
日
　
９
時
～
17
時

■
配
置
場
所
　
福
祉
対
策
課�

■
問
合
先

FAX‌

73
‐
2
8
3
3

☎
73
‐
３
１
２
６

▼
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
里
親
と
は
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
家

庭
で
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
い

子
ど
も
を
家
族
の
一
員
と
し
て
迎
え
、

あ
た
た
か
な
雰
囲
気
の
中
で
豊
か
な
愛

情
を
持
っ
て
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育

て
て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
で
す
。

　
県
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
や
地
域
の
子
ど

も
た
ち
を
短
期
間
預
か
っ
て
く
だ
さ
る

方
や
乳
幼
児
を
長
期
間
預
か
っ
て
く
だ

さ
る
方
な
ど
、
広
く
里
親
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
次
の
日
程
で
里
親
募
集
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
６
月
２
日
（
金
）
10
時
～
12
時

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
　
無
料
（
申
込
不
要
）

■
問
合
先
　
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
２
０
１
６

▼�

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
資

格
期
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す

　
こ
れ
ま
で
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
（
国

民
年
金
の
保
険
料
納
付
済
期
間
や
厚
生

年
金
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
の
加
入
期

間
を
含
む
）
と
国
民
年
金
の
保
険
料
免

除
期
間
な
ど
を
合
算
し
た
資
格
期
間
が

原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要
で
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
29
年
8
月
1
日
か
ら

は
、
資
格
期
間
が
10
年
以
上
あ
れ
ば
老

齢
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
（
該
当
者
の
方
は
、
８

月
ま
で
に
年
金
請
求
書
が
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
）。

　
ま
た
、
10
年
の
資
格
期
間
が
な
い
方

で
も
年
金
を
受
け
取
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
住
民
課
年
金
係

☎
73
‐
３
１
２
２

🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰
　所在地　日出町大字豊岡 6060 番地 43
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　16,000 円～ 23,900 円
　駐車場　１台のみ（2,000 円）
　※浴槽有、ボイラーは入居者負担、下水道設備有
　※入居指定日があります。

🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱
　所在地　日出町大字藤原 459 番地１　他
　構造　　簡易耐火構造二階建
　家賃　　8,600 円～ 15,300 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽・ボイラーは入居者負担
　※トイレはくみ取り式
　※入居指定日があります。

１世帯につき、希望住宅を１つ選んで申し込んでく
ださい。応募者が供給戸数を上回る場合は抽選とな
ります。
■募集期間　５月１日（月）～５月 19 日（金）
■抽選日　　５月 24 日（水）10 時～
■抽選会場　役場旧館３階　大会議室

県営・町営住宅入居者募集（５月分）

■応募資格　
　�次のすべてに該当する方。ただし、県営住宅🅰🅰🅰
ついては①の条件を除きます。
　①�町内に住所を有する、または勤務先が町内にあ

ること
　②�入居者の合算所得が年額 1,896,000 円以下であ

ること。ただし裁量世帯の場合は 2,568,000 円
以下

　③税金の滞納がないこと
　④入居者名義の持家がないこと
　⑤独立していて、他の者の扶養に入ってないこと
　⑥現に住宅に困っていること
　⑦入居者が暴力団員ではないこと

■留意事項
　�町営藤原住宅について、今回の募集で入居者が決
まらなかった場合、以降は随時募集として先着順
で受け付けます。入居希望がある場合はご相談く
ださい。
�　�※随時募集の対象は藤原住宅のみです。県営住宅
およびその他の町営住宅（仁王や豊岡）に随時募
集はありませんので、ご注意ください。

■申込・問合先　
　都市建設課�管理係　☎ 73-3172

『下水道接続促進事業補助金制度』継続のお知らせ

　日出町では、昨年度から浄化槽やくみ取り便槽から下水道への切り
替え工事を行う方に対して補助金を交付しています。好評により、平成
29年度もこの制度を継続することにしました。下水道処理区域にお住
まいの方で、まだ下水道への接続がお済みでない方は、ぜひこの補助金
制度をご活用ください。
■補助対象（下記①～③の全てに該当する方）
①�公共下水道、漁業集落排水施設および農業集落排水施設の処理区域内
において、平成 29 年 4月 1日から平成 30 年 3月 31 日までに既設
の浄化槽またはくみ取り便槽を廃止し、新たに下水道に接続される方
②町税の滞納のない方
③受益者負担金および分担金の滞納のない方
■補助金額
　補助対象工事１件につき５万円
�※�申請は平成 30 年３月 31 日までに下水道に接続できる方に限られま
す。
※着工後の申請は受け付けることができません。
※�取り扱いできない業務もございますので、事前に担当課へお問い合わ
せください。
■問合先
上下水道課下水道管理係　　☎ 73-3124

浄化槽設置整備事業補助金制度のお知らせ　補助金額が増額になります！

■補助対象地域
　下水道の整備が予定されていない地域
■補助対象浄化槽
　�浄化槽法の規定による構造基準に適合するもので、
環境配慮型浄化槽に該当するもの。
※浄化槽システム協会HPに掲載しています。
■補助金額

人　槽 補　助　金　額（上限）
５人槽 332,000 円→ 432,000 円
６～７人槽 414,000 円→ 514,000 円
８人槽～ 548,000 円→ 648,000 円

▼
屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル
が
変
わ
り

　ま
す

　
平
成
28
年
12
月
に
大
分
県
屋
外
広
告

物
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
４
月
か
ら
高
い
位
置
に
設
置
さ
れ

た
広
告
物
（
地
上
か
ら
の
高
さ
が
４
ｍ

を
超
え
る
も
の
）
は
、
屋
外
広
告
士
な

ど
の
資
格
者
に
よ
る
点
検
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。

　
屋
外
広
告
物
に
よ
る
事
故
防
止
の
た

め
、
適
正
な
安
全
管
理
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
屋
外
広
告
物
に
関
す
る
ご
相

談
は
次
の
窓
口
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

�

■
問
合
先

　
県
別
府
土
木
事
務
所

☎
67
‐
３
１
２
６

■補助対象者
　�補助対象地域内の一般居住用住宅および自治公
民館において、既設の浄化槽・くみ取り便槽か
ら新しい浄化槽に設置替えする方

※ 申請は平成 30 年３月 31 日までに浄化槽を設置
できる方に限られます。

※新築住宅での浄化槽設置は対象外となります。
※着工後の申請は受け付けることができません。
※  町税を完納されていることが条件となります。

申請をご希望の方は、下記までお問い合わせくだ
さい。
■問合先　
上下水道課下水道管理係　　☎ 73-3124

　日出町では既設の浄化槽・くみ取り便槽から新しい浄化槽に設置替えする方に対して補助を行っています。
平成 29年度からは、この補助金額が 10万円増額となります。期間限定ですので、ぜひこの機会に合併処理
浄化槽を設置しませんか？
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制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

地
籍
調
査
と

　固
定
資
産
税
（
第
１
回
）

　
日
出
町
で
は
、
昭
和
61
年
か
ら
地
籍

調
査
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
で
32
年
目
を
迎
え
、
当
初
に
は
想
定

さ
れ
な
か
っ
た
課
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。
今
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
現
状

と
課
題
を
お
伝
え
し
、
住
民
の
皆
さ
ん

と
課
題
解
決
に
つ
い
て
い
っ
し
ょ
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
地
籍
調
査
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

◆
地
籍
調
査
と
は
？

　
地
籍
調
査
事
業
は
、
一
筆
ご
と
の
土

地
の
所
有
者
、
地
番
、
地
目
を
調
査
し
、

境
界
の
位
置
と
面
積
を
測
量
し
て
、
土

地
の
戸
籍
と
い
え
る
登
記
簿
や
地
籍
図

を
修
正
す
る
な
ど
、
所
有
者
の
財
産
を

守
る
事
業
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
日
出
町
で
は
農
林
水

産
課
地
籍
係
が
担
当
し
て
い
て
、
国
・

県
の
補
助
金
と
と
も
に
日
出
町
の
税
金

を
財
源
と
し
て
、
土
地
所
有
者
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

◆
な
ぜ
地
籍
調
査
事
業
を
す
る
の
？

　
土
地
の
面
積
・
境
界
が
不
明
確
で
あ

る
と
、
現
場
が
地
図
ど
お
り
で
な
い
こ

と
も
あ
り
、
面
積
や
形
状
が
実
際
と
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
原
因
で
、
土
地
取
引
の
不

都
合
や
、
担
保
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い

と
い
っ
た
経
済
活
動
の
支
障
に
な
っ
た

り
、
無
駄
を
生
じ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
で
境
界
確
定
や
正
確
な
地
図
作

成
、
登
記
簿
の
修
正
を
行
う
と
、
多
額

の
費
用
や
時
間
を
要
し
ま
す
。

　
地
籍
調
査
事
業
は
、
土
地
の
面
積
・

境
界
を
確
定
し
、
経
済
活
動
を
円
滑
に

行
う
こ
と
や
、
所
有
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル

防
止
を
個
人
が
費
用
負
担
せ
ず
に
で
き

ま
す
。
ま
た
、
道
路
や
施
設
整
備
事
業

を
行
う
な
ど
の
行
政
活
動
も
、
地
籍
が

確
定
し
て
い
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
ち

ま
す
。

◆
日
出
町
で
の
進
み
具
合
は
？

　
昭
和
61
年
に
大
神
地
区
八
代
区
か
ら

始
ま
っ
た
地
籍
調
査
は
、
大
神
地
区
の

全
域
、
藤
原
地
区
の
ほ
と
ん
ど
の
地

域
、
南
端
地
区
の
一
部
が
完
了
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
27
年
度
に
は
、

川
崎
地
区
の
一
部
の
登
記
手
続
き
が
済

み
、
計
画
区
域
の
57
％
が
完
了
し
て
い

ま
す
。
平
成
31
年
度
に
は
、
川
崎
地
区

の
登
記
手
続
き
が
終
わ
る
見
込
み
で
、

進
ち
ょ
く
率
も
64
％
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
調
査
は
、
平
成
29
年
度
に
は
平

道
地
区
を
終
え
る
予
定
で
、
平
成
30
年

度
か
ら
は
豊
岡
地
区
が
始
ま
り
ま
す
。

　
一
方
、
区
画
整
理
区
域
や
土
地
改
良

事
業
実
施
区
域
は
、
地
籍
調
査
事
業
の

計
画
区
域
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
が
、
国
土

調
査
法
19
条
５
項
指
定
済
区
域
で
、
地

籍
調
査
事
業
の
完
了
と
同
等
の
地
域
で

す
。

　
当
初
、
地
籍
調
査
事
業
は
平
成
33
年

度
完
了
見
込
み
で
開
始
さ
れ
、
毎
年
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
30
年

度
を
目
前
に
し
た
現
在
で
も
進
ち
ょ
く

率
は
約
６
割
で
、
全
地
域
の
完
了
ま
で

相
当
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

◆‌

地
籍
調
査
事
業
の
成
果
に
よ
る
縄
伸

び
（
注
）
の
状
況

　
今
ま
で
地
籍
調
査
が
実
施
さ
れ
て
法

務
局
の
登
記
ま
で
完
了
し
て
い
る
大
神

地
区
な
ど
の
地
籍
調
査
の
成
果
を
反
映

す
る
と
、
地
籍
調
査
前
の
面
積
52
・
７

平
方
㌔
㍍
が
65
・
８
平
方
㌔
㍍
の
登
記

地
積
と
確
認
さ
れ
、
13
・
１
平
方
㌔
㍍

も
面
積
が
増
え
て
い
ま
す
。
地
積
は

１
・
24
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
出
町

の
面
積
は
、
73
・
32
平
方
㌔
㍍
と
公
表

さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
の
地
籍
調
査

の
結
果
で
、
約
７
平
方
㌔
㍍
の
面
積
の

増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
次
号
で
は
、
地
籍
調
査
の
成
果
と
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

※
注
『
縄
伸
び
』
と
は
？
？

　
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
面
積
よ
り
実

際
の
土
地
の
実
測
面
積
が
多
い
こ
と
を

い
い
ま
す
。
現
在
で
も
、
地
籍
調
査
に

よ
り
正
確
に
測
量
し
て
み
る
と
、
多
く

の
土
地
が
公
簿
面
積
よ
り
大
き
く
な
る

と
い
う
現
象
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
明
治
政
府
が
地
租
改
正
事
業

を
行
っ
た
際
、
住
民
に
お
い
て
土
地
丈

量
を
行
っ
て
字
眼
図
な
ど
を
作
製
す
る

と
い
う
方
法
を
採
っ
た
た
め
、
な
ん
と

か
地
租
を
少
な
く
し
た
い
と
い
う
住
民

に
よ
っ
て
実
際
の
面
積
よ
り
狭
く
測
量

し
よ
う
と
さ
れ
た
こ
と
と
、
当
時
の
測

量
技
術
が
低
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

■
固
定
資
産
税
に
関
す
る
問
合
先

税
務
課
資
産
税
係

☎
73-

３
１
２
３

■
地
籍
調
査
に
関
す
る
問
合
先

農
林
水
産
課
地
籍
係

☎
73-

３
１
５
４

○募集人員　　２名
○募集場所　　糸ヶ浜パークゴルフ場
○職　　種　　一般事務（パソコン操作が可能な方）
○職務内容　　受付業務・用品貸出・料金精算事務・
　　　　　　　その他場内清掃など
○雇用期間　　平成 29 年７月 15 日（土）（予定）～半年間
　　　　　　　※最長１年
　　　　　　　※いずれも更新の可能性あり
○勤務時間　　８時 30 分～ 17 時　※早出・遅出もあり
　　　　　　　週５日勤務　土日勤務あり
○賃　　金　　日額　6,400 円　
○定休日　　　月曜日　※月曜日が祝日などの場合は翌日
○募集期間　　５月 15 日（月）～６月 15 日（木）　※土日祝を除く
○申込方法　　市販の履歴書に必要事項を記入のうえ、都市建設課に提出してください。
　　　　　　　後日、面接などを行います。
○問合先　　　都市建設課　☎ 73-3172　

糸ヶ浜パークゴルフ場の臨時職員を募集します

農業を取り巻く環境は高齢化や担い手不足など厳しさを増しています。　　
がんばる農業者の方を応援し、活力あるまちづくりを実現するために、町独自の支援事業を行います。

平成 29年度新規事業（農業関係）について

（１）日出町新たな担い手就農支援事業
　新たに農業を営もうとする方の早期の経営安定
を支援するため、農業用機械や施設などの整備、
生産資材の購入などを支援します。
■対象者
　�町内に住所を有し、平成 29年４月１日以降に
就農した販売農家
■助成金額
　整備や購入費用の半額（上限 20万円）
�
（２）日出町耕作放棄地拡大予防事業
　一部が竹林化した農地を再生するため、薬剤を
用いて竹の駆除や拡大防止を行う場合、竹駆除剤
の購入費用を助成します。
■対象者
　町内に住所を有する販売農家など
■助成金額など
・耕作する農地へ侵入した竹の駆除
　�薬剤（デゾレートＡＺ粒剤）購入価格の半額補
助（上限３万円）

・耕作する農地に隣接する農道などの竹駆除
　�薬剤（フレノック粒剤）購入価格の半額補助（上
限３万８千円）
■申請期限　　６月 30日（金）

（３）日出町経営安定たい肥活用事業
　生産コストを軽減し、経営を支援するとともに、
環境にやさしい循環型農業を推進するため、町内
畜産農家のたい肥を活用する場合、購入費用を助
成します。
■対象者
　町内に住所を有する販売農家など
■対象となるたい肥
　平成 29 年４月１日から平成 30 年２月 28 日の
期間に、肥料取締法の届出を行った町内畜産農家
から購入したたい肥
■助成金額
　たい肥購入金額の半額（上限 10万円）
■申請期限　　平成 30年２月 28日（水）
　
※助成金は、予算の範囲内での支給となります。

制度の詳しい内容や助成金の申請をされる方は、
農林水産課までご連絡ください。

■問合先　
農林水産課　☎ 73-3127

７月にオープン予定の糸ヶ浜パークゴルフ場

2017.5 ⑩



制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

地
籍
調
査
と

　固
定
資
産
税
（
第
１
回
）

　
日
出
町
で
は
、
昭
和
61
年
か
ら
地
籍

調
査
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
で
32
年
目
を
迎
え
、
当
初
に
は
想
定

さ
れ
な
か
っ
た
課
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。
今
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
現
状

と
課
題
を
お
伝
え
し
、
住
民
の
皆
さ
ん

と
課
題
解
決
に
つ
い
て
い
っ
し
ょ
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
地
籍
調
査
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

◆
地
籍
調
査
と
は
？

　
地
籍
調
査
事
業
は
、
一
筆
ご
と
の
土

地
の
所
有
者
、
地
番
、
地
目
を
調
査
し
、

境
界
の
位
置
と
面
積
を
測
量
し
て
、
土

地
の
戸
籍
と
い
え
る
登
記
簿
や
地
籍
図

を
修
正
す
る
な
ど
、
所
有
者
の
財
産
を

守
る
事
業
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
日
出
町
で
は
農
林
水

産
課
地
籍
係
が
担
当
し
て
い
て
、
国
・

県
の
補
助
金
と
と
も
に
日
出
町
の
税
金

を
財
源
と
し
て
、
土
地
所
有
者
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

◆
な
ぜ
地
籍
調
査
事
業
を
す
る
の
？

　
土
地
の
面
積
・
境
界
が
不
明
確
で
あ

る
と
、
現
場
が
地
図
ど
お
り
で
な
い
こ

と
も
あ
り
、
面
積
や
形
状
が
実
際
と
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
原
因
で
、
土
地
取
引
の
不

都
合
や
、
担
保
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い

と
い
っ
た
経
済
活
動
の
支
障
に
な
っ
た

り
、
無
駄
を
生
じ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
で
境
界
確
定
や
正
確
な
地
図
作

成
、
登
記
簿
の
修
正
を
行
う
と
、
多
額

の
費
用
や
時
間
を
要
し
ま
す
。

　
地
籍
調
査
事
業
は
、
土
地
の
面
積
・

境
界
を
確
定
し
、
経
済
活
動
を
円
滑
に

行
う
こ
と
や
、
所
有
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル

防
止
を
個
人
が
費
用
負
担
せ
ず
に
で
き

ま
す
。
ま
た
、
道
路
や
施
設
整
備
事
業

を
行
う
な
ど
の
行
政
活
動
も
、
地
籍
が

確
定
し
て
い
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
ち

ま
す
。

◆
日
出
町
で
の
進
み
具
合
は
？

　
昭
和
61
年
に
大
神
地
区
八
代
区
か
ら

始
ま
っ
た
地
籍
調
査
は
、
大
神
地
区
の

全
域
、
藤
原
地
区
の
ほ
と
ん
ど
の
地

域
、
南
端
地
区
の
一
部
が
完
了
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
27
年
度
に
は
、

川
崎
地
区
の
一
部
の
登
記
手
続
き
が
済

み
、
計
画
区
域
の
57
％
が
完
了
し
て
い

ま
す
。
平
成
31
年
度
に
は
、
川
崎
地
区

の
登
記
手
続
き
が
終
わ
る
見
込
み
で
、

進
ち
ょ
く
率
も
64
％
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
調
査
は
、
平
成
29
年
度
に
は
平

道
地
区
を
終
え
る
予
定
で
、
平
成
30
年

度
か
ら
は
豊
岡
地
区
が
始
ま
り
ま
す
。

　
一
方
、
区
画
整
理
区
域
や
土
地
改
良

事
業
実
施
区
域
は
、
地
籍
調
査
事
業
の

計
画
区
域
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
が
、
国
土

調
査
法
19
条
５
項
指
定
済
区
域
で
、
地

籍
調
査
事
業
の
完
了
と
同
等
の
地
域
で

す
。

　
当
初
、
地
籍
調
査
事
業
は
平
成
33
年

度
完
了
見
込
み
で
開
始
さ
れ
、
毎
年
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
30
年

度
を
目
前
に
し
た
現
在
で
も
進
ち
ょ
く

率
は
約
６
割
で
、
全
地
域
の
完
了
ま
で

相
当
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

◆‌

地
籍
調
査
事
業
の
成
果
に
よ
る
縄
伸

び
（
注
）
の
状
況

　
今
ま
で
地
籍
調
査
が
実
施
さ
れ
て
法

務
局
の
登
記
ま
で
完
了
し
て
い
る
大
神

地
区
な
ど
の
地
籍
調
査
の
成
果
を
反
映

す
る
と
、
地
籍
調
査
前
の
面
積
52
・
７

平
方
㌔
㍍
が
65
・
８
平
方
㌔
㍍
の
登
記

地
積
と
確
認
さ
れ
、
13
・
１
平
方
㌔
㍍

も
面
積
が
増
え
て
い
ま
す
。
地
積
は

１
・
24
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
出
町

の
面
積
は
、
73
・
32
平
方
㌔
㍍
と
公
表

さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
の
地
籍
調
査

の
結
果
で
、
約
７
平
方
㌔
㍍
の
面
積
の

増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
次
号
で
は
、
地
籍
調
査
の
成
果
と
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

※
注
『
縄
伸
び
』
と
は
？
？

　
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
面
積
よ
り
実

際
の
土
地
の
実
測
面
積
が
多
い
こ
と
を

い
い
ま
す
。
現
在
で
も
、
地
籍
調
査
に

よ
り
正
確
に
測
量
し
て
み
る
と
、
多
く

の
土
地
が
公
簿
面
積
よ
り
大
き
く
な
る

と
い
う
現
象
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
明
治
政
府
が
地
租
改
正
事
業

を
行
っ
た
際
、
住
民
に
お
い
て
土
地
丈

量
を
行
っ
て
字
眼
図
な
ど
を
作
製
す
る

と
い
う
方
法
を
採
っ
た
た
め
、
な
ん
と

か
地
租
を
少
な
く
し
た
い
と
い
う
住
民

に
よ
っ
て
実
際
の
面
積
よ
り
狭
く
測
量

し
よ
う
と
さ
れ
た
こ
と
と
、
当
時
の
測

量
技
術
が
低
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

■
固
定
資
産
税
に
関
す
る
問
合
先

税
務
課
資
産
税
係

☎
73-

３
１
２
３

■
地
籍
調
査
に
関
す
る
問
合
先

農
林
水
産
課
地
籍
係

☎
73-

３
１
５
４

○募集人員　　２名
○募集場所　　糸ヶ浜パークゴルフ場
○職　　種　　一般事務（パソコン操作が可能な方）
○職務内容　　受付業務・用品貸出・料金精算事務・
　　　　　　　その他場内清掃など
○雇用期間　　平成 29 年７月 15 日（土）（予定）～半年間
　　　　　　　※最長１年
　　　　　　　※いずれも更新の可能性あり
○勤務時間　　８時 30 分～ 17 時　※早出・遅出もあり
　　　　　　　週５日勤務　土日勤務あり
○賃　　金　　日額　6,400 円　
○定休日　　　月曜日　※月曜日が祝日などの場合は翌日
○募集期間　　５月 15 日（月）～６月 15 日（木）　※土日祝を除く
○申込方法　　市販の履歴書に必要事項を記入のうえ、都市建設課に提出してください。
　　　　　　　後日、面接などを行います。
○問合先　　　都市建設課　☎ 73-3172　

糸ヶ浜パークゴルフ場の臨時職員を募集します

農業を取り巻く環境は高齢化や担い手不足など厳しさを増しています。　　
がんばる農業者の方を応援し、活力あるまちづくりを実現するために、町独自の支援事業を行います。

平成 29年度新規事業（農業関係）について

（１）日出町新たな担い手就農支援事業
　新たに農業を営もうとする方の早期の経営安定
を支援するため、農業用機械や施設などの整備、
生産資材の購入などを支援します。
■対象者
　�町内に住所を有し、平成 29年４月１日以降に
就農した販売農家
■助成金額
　整備や購入費用の半額（上限 20万円）
�
（２）日出町耕作放棄地拡大予防事業
　一部が竹林化した農地を再生するため、薬剤を
用いて竹の駆除や拡大防止を行う場合、竹駆除剤
の購入費用を助成します。
■対象者
　町内に住所を有する販売農家など
■助成金額など
・耕作する農地へ侵入した竹の駆除
　�薬剤（デゾレートＡＺ粒剤）購入価格の半額補
助（上限３万円）

・耕作する農地に隣接する農道などの竹駆除
　�薬剤（フレノック粒剤）購入価格の半額補助（上
限３万８千円）
■申請期限　　６月 30日（金）

（３）日出町経営安定たい肥活用事業
　生産コストを軽減し、経営を支援するとともに、
環境にやさしい循環型農業を推進するため、町内
畜産農家のたい肥を活用する場合、購入費用を助
成します。
■対象者
　町内に住所を有する販売農家など
■対象となるたい肥
　平成 29 年４月１日から平成 30 年２月 28 日の
期間に、肥料取締法の届出を行った町内畜産農家
から購入したたい肥
■助成金額
　たい肥購入金額の半額（上限 10万円）
■申請期限　　平成 30年２月 28日（水）
　
※助成金は、予算の範囲内での支給となります。

制度の詳しい内容や助成金の申請をされる方は、
農林水産課までご連絡ください。

■問合先　
農林水産課　☎ 73-3127

７月にオープン予定の糸ヶ浜パークゴルフ場

2017.5⑪
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【
課
長
級
】

▼
総
務
課
長
　
野
上
悟
（
農
林
水
産
課
長

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
▼
総
務
課
参

事
兼
危
機
管
理
室
長
　
塩
内
政
徳
（
教
育

総
務
課
課
長
補
佐
）
▼
契
約
検
査
室
長
　

川
野
敏
治
（
都
市
建
設
課
長
）
▼
住
民
課

長
　
堀
雅
之（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

▼
福
祉
対
策
課
長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長
　
阿
部
孝
（
監
査
委
員
事
務
局
長
）

▼
子
育
て
支
援
課
長
　
佐
藤
久
美
子
（
住

民
課
長
）
▼
農
林
水
産
課
長
兼
農
業
委
員

会
事
務
局
長
　
今
宮
明
（
都
市
建
設
課
課

長
補
佐
）
▼
都
市
建
設
課
長
　
松
本
義
明

（
上
下
水
道
課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
上
下
水
道
課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長

佐
藤
義
人
（
契
約
検
査
室
長
）
▼
会
計
管

理
者
兼
会
計
課
長
　
土
谷
美
香
子
（
健
康

増
進
課
参
事
兼
課
長
補
佐
）
▼
議
会
事
務

局
長
　
井
川
功
一
（
総
務
課
長
）
▼
監
査

委
員
事
務
局
長
　
宮
本
洋
二
（
杵
築
速
見

環
境
浄
化
組
合
所
長
）
▼
農
業
委
員
会
事

務
局
参
事
兼
次
長
兼
農
林
水
産
課
参
事

笠
置
勝
弘
（
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
兼
水

産
振
興
係
長
）
▼
杵
築
速
見
環
境
浄
化
組

合
所
長
　
伊
藤
健
裕
（
上
下
水
道
課
参
事

兼
課
長
補
佐
）

【
課
長
補
佐
級
】

▼
政
策
推
進
課
課
長
補
佐
兼
広
報
広
聴
係

長
　
後
藤
英
樹（
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
）

▼
契
約
検
査
室
次
長
兼
検
査
係
長
　
須
藤

淳
司
（
都
市
建
設
課
主
幹
兼
工
務
第
１
係

長
）
▼
福
祉
対
策
課
課
長
補
佐
兼
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
次
長
　
伊
豆
田
政
克
（
住
民

課
戸
籍
住
民
係
長
）
▼
子
育
て
支
援
課
課

長
補
佐
兼
子
育
て
支
援
係
長
　
後
藤
良
彦

（
福
祉
対
策
課
課
長
補
佐
兼
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
次
長
）
▼
健
康
増
進
課
課
長
補
佐

兼
国
保
医
療
係
長
　
古
屋
秀
一
郎
（
健
康

増
進
課
主
幹
兼
国
保
医
療
係
長
）
▼
生
活

環
境
課
主
幹
兼
生
活
環
境
係
長
　
阿
南
吉

伸
（
生
活
環
境
課
生
活
環
境
係
長
）
▼
商

工
観
光
課
課
長
補
佐
兼
商
工
係
長
　
梶
原

新
三
（
政
策
推
進
課
課
長
補
佐
兼
広
報
広

聴
係
長
）
▼
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
兼
農

業
振
興
係
長
　
河
野
一
利
（
農
林
水
産
課

主
幹
兼
管
理
係
長
兼
農
業
振
興
係
長
）
▼

農
林
水
産
課
課
長
補
佐
兼
耕
地
林
業
係
長

阿
南
次
郎
（
契
約
検
査
室
次
長
兼
検
査
係

長
）
▼
都
市
建
設
課
課
長
補
佐
兼
用
地
係

長
　
藤
本
周
司
（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐

兼
生
涯
学
習
係
長
兼
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
長
）
▼
都
市
建
設
課
課
長
補
佐
兼
工

務
第
２
係
長
　
土
居
浩
二
（
上
下
水
道
課

課
長
補
佐
）
▼
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
　

井
上
進
（
生
活
環
境
課
課
長
補
佐
）
▼
上

下
水
道
課
課
長
補
佐
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
次

長
　
後
藤
嘉
信
（
農
林
水
産
課
課
長
補
佐

兼
耕
地
林
業
係
長
）
▼
会
計
課
課
長
補
佐

大
川
英
徳
（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼

農
林
水
産
課
主
幹
）
▼
議
会
事
務
局
次
長

兼
庶
務
係
長
兼
議
事
係
長
　
河
野
匡
位

（
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
兼
議
事
係
長
）

▼
教
育
総
務
課
課
長
補
佐
　
佐
藤
小
百
合

（
会
計
課
課
長
補
佐
）
▼
学
校
教
育
課
指

導
主
事
　
西
村
陽
子
（
大
分
県
教
育
委
員

会
か
ら
派
遣
）
▼
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐

兼
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
　
河
野
英

樹
（
総
務
課
主
幹
兼
総
務
人
事
係
長
兼
秘

書
係
長
）

【
係
長
級
】

▼
総
務
課
総
務
人
事
係
長
兼
秘
書
係
長
　

河
野
明
弘
（
財
政
課
財
政
係
長
）
▼
総
務

課
行
政
係
長
兼
危
機
管
理
室
副
主
幹
　
赤

野
公
彦
（
総
務
課
行
政
係
長
）
▼
総
務
課

＝
大
分
県
派
遣
　
池
部
英
明
（
福
祉
対
策

課
主
査
）
▼
財
政
課
財
政
係
長
　
吉
松
慎

史
（
財
政
課
主
査
）
▼
政
策
推
進
課
改
革

推
進
係
長
兼
地
域
振
興
係
長
　
今
村
敏
昭

（
政
策
推
進
課
地
方
創
生
改
革
推
進
係
長
）

▼
税
務
課
住
民
税
係
長
　
高
橋
康
治
（
教

育
総
務
課
企
画
管
理
係
長
）
▼
税
務
課
副

主
幹
　
古
橋
友
一
郎
（
福
祉
対
策
課
副
主

幹
）
▼
住
民
課
戸
籍
住
民
係
長
　
山
口
佳

子
（
福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援
係
長
）
▼

住
民
課
主
査
　
河
野
悟
史
（
都
市
建
設
課

主
査
）
▼
子
育
て
支
援
課
母
子
保
健
係
長

坂
西
文
枝
（
福
祉
対
策
課
母
子
保
健
係

長
）
▼
子
育
て
支
援
課
主
査
　
森
若
慶
太

郎
（
福
祉
対
策
課
主
任
）
▼
子
育
て
支
援

課
主
査
　
福
本
あ
ゆ
み
（
福
祉
対
策
課
主

査
）▼
健
康
増
進
課
主
査
　
一
宮
俊
之（
健

康
増
進
課
主
査
＝
大
分
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
派
遣
）
▼
生
活
環
境
課
副
主

幹
　
岩
﨑
誠
（
農
林
水
産
課
副
主
幹
）
▼

商
工
観
光
課
主
査
　
西
原
千
貴
（
政
策
推

進
課
主
査
）
▼
農
林
水
産
課
管
理
係
長
兼

水
産
振
興
係
長
　
坂
西
和
宏
（
商
工
観
光

課
商
工
係
長
）
▼
農
林
水
産
課
副
主
幹
　

本
田
憲
（
生
涯
学
習
課
副
主
幹
）
▼
都
市

建
設
課
管
理
係
長
　
橘
暁
子
（
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
管
理
係
長
）
▼
都
市
建
設
課
工

務
第
１
係
長
　
藤
井
英
明
（
都
市
建
設
課

工
務
第
２
係
長
）
▼
教
育
総
務
課
企
画
管

理
係
長
　
後
藤
将
児
（
税
務
課
住
民
税
係

長
）▼
学
校
教
育
課
主
査
　
吉
松
美
紀（
税

務
課
主
査
）
▼
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

長
　
首
藤
勇
（
杵
築
速
見
環
境
浄
化
組
合

副
主
幹
）
▼
生
涯
学
習
課
副
主
幹
　
村
田

浩
一
（
税
務
課
副
主
幹
）
▼
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
管
理
係
長
　
森
内
祐
二
（
日
出
町

立
図
書
館
管
理
指
導
係
長
兼
奉
仕
資
料
係

長
）
▼
日
出
町
立
図
書
館
管
理
指
導
係
長

兼
奉
仕
資
料
係
長
　
松
本
武
士
（
都
市
建

設
課
管
理
係
長
兼
用
地
係
長
）

【
主
任
以
下
】

▼
総
務
課
　
加
藤
康
洋
（
税
務
課
）
▼
総

務
課
　
山
本
薫
子
（
健
康
増
進
課
）
▼
総

務
課
　
上
野
達
雄
（
生
涯
学
習
課
）
▼
総

務
課
＝
別
杵
速
見
地
域
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
派
遣
　
友
永
悠
（
農
林
水
産
課
）

▼
財
政
課
　
衛
藤
真
一
（
上
下
水
道
課
）

▼
財
政
課
　
田
北
尚
志
（
財
政
課
＝
大
分

県
派
遣
）▼
政
策
推
進
課
　
釜
堀
晃
一（
総

　
平
成
29
年
３
月
31
日
付
け
で
職

員
７
名
（
う
ち
１
名
は
大
分
県

教
育
委
員
会
へ
異
動
）
が
退
職

し
、
新
た
に
８
名
を
採
用
し
ま
し

た
。
定
期
異
動
者
は
94
名
で
す
。

※
４
月
１
日
付
け
、（
　
）
は
旧
職

町職員人事異動
務
課
＝
別
杵
速
見
地
域
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
派
遣
）
▼
政
策
推
進
課
　
清
田
雄

太
（
商
工
観
光
課
）
▼
契
約
検
査
室
　
友

永
優
佳
子
（
福
祉
対
策
課
）
▼
税
務
課
　

青
井
隆
文
（
総
務
課
）
▼
福
祉
対
策
課
　

佐
藤
絵
莉
（
住
民
課
）
▼
福
祉
対
策
課
　

上
野
沙
苗
（
契
約
検
査
室
）
▼
子
育
て
支

援
課
　
石
川
智
佳
子
（
福
祉
対
策
課
）
▼

子
育
て
支
援
課
　
小
山
田
哲
平
（
文
化
振

興
室
）
▼
子
育
て
支
援
課
　
渡
邉
奈
生
子

（
政
策
推
進
課
）
▼
子
育
て
支
援
課
　
藤

井
聡
子
（
健
康
増
進
課
）
▼
健
康
増
進
課

水
口
祥
子
（
福
祉
対
策
課
）
▼
健
康
増
進

課
＝
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

派
遣
　
北
河
祐
一
（
健
康
増
進
課
）
▼
商

工
観
光
課
　
佐
藤
加
奈
（
総
務
課
）
▼
農

林
水
産
課
　
古
川
拓
也
（
財
政
課
）
▼
上

下
水
道
課
　
財
津
良
平
（
総
務
課
）
▼
文

化
振
興
室
　
長
野
康
範
（
総
務
課
＝
大
分

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
派
遣
）

【
新
採
用
】

▼
政
策
推
進
課
　
中
山
有
里
菜
▼
税
務
課

上
田
篤
貴
▼
健
康
増
進
課
　
吉
野
航
平
▼

健
康
増
進
課
　
梶
原
知
沙
▼
都
市
建
設
課

清
水
敦
史
▼
都
市
建
設
課
　
本
拓
郎
▼
生

涯
学
習
課
　
辛
島
芳
明
▼
藤
原
幼
稚
園
　

加
藤
知
枝

【
退
職
者
】

▼
藤
田
正
（
総
務
課
）
▼
原
田
秀
正
（
福

祉
対
策
課
）
▼
藤
本
孝
博
（
都
市
建
設
課
）

▼
小
野
裕
一
郎
（
議
会
事
務
局
）
▼
笠
置

久
美
子
（
生
涯
学
習
課
）
▼
松
本
靖
治
（
学

校
教
育
課
）
＝
大
分
県
教
育
委
員
会
へ
▼

幸
初
美
（
豊
岡
幼
稚
園
）

【
幼
稚
園
教
諭
】

○
主
任
教
諭
　
▼
豊
岡
幼
稚
園
　
奥
和
枝

（
日
出
幼
稚
園
）
▼
日
出
幼
稚
園
　
阿
部

佐
恵
子
（
川
崎
幼
稚
園
）
▼
藤
原
幼
稚
園

大
塚
博
美
（
大
神
幼
稚
園
）
▼
川
崎
幼
稚

園
　
河
野
志
紀
（
藤
原
幼
稚
園
）
▼
大
神

幼
稚
園
　
利
光
伊
津
美
（
日
出
幼
稚
園
）

○
教
諭
　
▼
日
出
幼
稚
園
　
佐
藤
恭
子

（
豊
岡
幼
稚
園
）
▼
日
出
幼
稚
園
　
西
智

恵
（
川
崎
幼
稚
園
）

平成29年度の非常勤・臨時職員を募集します
職種

（採用予定人数） 必要な資格・条件 職務内容

【①非常勤職員】
保健師または看護師
（１名）

保健師免許（または看護師免許）、普通
自動車免許、パソコン操作可能な方

介護予防教室の運営補助、地区公民館で
の健康相談、健康講話などの業務、訪問
による相談業務

【②臨時職員】
保健師または看護師
（１名）

保健師免許（または看護師免許）、普通
自動車免許、パソコン操作可能な方

特定健診、特定保健指導、国民健康保険
事業の実施および事務

■雇用期間　＊いずれも更新の可能性あり
①非常勤職員（平成 29年 6月１日～平成 30年３月 31日）
②臨時職員（平成 29年６月１日～平成 29年 11月 30日　＊最長１年）

■勤務時間、日数、賃金など
①勤務時間１日 7時間 15分 / 月 17日勤務　月額 200,600 円
（ただし、看護師の場合　月額 183,600 円）
②勤務時間１日 7時間 45分 / 日額 10,000 円
（ただし看護師の場合 9,000 円）
＊通勤距離が片道 2㌔以上の場合、別途通勤費用支給有

■募集期間
5 月 1日（月）～ 5月 19日（金）
＊土日祝を除く

■申込方法
市販の履歴書に必要事項を記入のう
え、総務課に提出してください。後日、
面接などを行います。

■提出・問合先
総務課　☎ 73-3150

2017.5 ⑫
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【
課
長
級
】

▼
総
務
課
長
　
野
上
悟
（
農
林
水
産
課
長

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
▼
総
務
課
参

事
兼
危
機
管
理
室
長
　
塩
内
政
徳
（
教
育

総
務
課
課
長
補
佐
）
▼
契
約
検
査
室
長
　

川
野
敏
治
（
都
市
建
設
課
長
）
▼
住
民
課

長
　
堀
雅
之（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

▼
福
祉
対
策
課
長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長
　
阿
部
孝
（
監
査
委
員
事
務
局
長
）

▼
子
育
て
支
援
課
長
　
佐
藤
久
美
子
（
住

民
課
長
）
▼
農
林
水
産
課
長
兼
農
業
委
員

会
事
務
局
長
　
今
宮
明
（
都
市
建
設
課
課

長
補
佐
）
▼
都
市
建
設
課
長
　
松
本
義
明

（
上
下
水
道
課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
上
下
水
道
課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長

佐
藤
義
人
（
契
約
検
査
室
長
）
▼
会
計
管

理
者
兼
会
計
課
長
　
土
谷
美
香
子
（
健
康

増
進
課
参
事
兼
課
長
補
佐
）
▼
議
会
事
務

局
長
　
井
川
功
一
（
総
務
課
長
）
▼
監
査

委
員
事
務
局
長
　
宮
本
洋
二
（
杵
築
速
見

環
境
浄
化
組
合
所
長
）
▼
農
業
委
員
会
事

務
局
参
事
兼
次
長
兼
農
林
水
産
課
参
事

笠
置
勝
弘
（
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
兼
水

産
振
興
係
長
）
▼
杵
築
速
見
環
境
浄
化
組

合
所
長
　
伊
藤
健
裕
（
上
下
水
道
課
参
事

兼
課
長
補
佐
）

【
課
長
補
佐
級
】

▼
政
策
推
進
課
課
長
補
佐
兼
広
報
広
聴
係

長
　
後
藤
英
樹（
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
）

▼
契
約
検
査
室
次
長
兼
検
査
係
長
　
須
藤

淳
司
（
都
市
建
設
課
主
幹
兼
工
務
第
１
係

長
）
▼
福
祉
対
策
課
課
長
補
佐
兼
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
次
長
　
伊
豆
田
政
克
（
住
民

課
戸
籍
住
民
係
長
）
▼
子
育
て
支
援
課
課

長
補
佐
兼
子
育
て
支
援
係
長
　
後
藤
良
彦

（
福
祉
対
策
課
課
長
補
佐
兼
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
次
長
）
▼
健
康
増
進
課
課
長
補
佐

兼
国
保
医
療
係
長
　
古
屋
秀
一
郎
（
健
康

増
進
課
主
幹
兼
国
保
医
療
係
長
）
▼
生
活

環
境
課
主
幹
兼
生
活
環
境
係
長
　
阿
南
吉

伸
（
生
活
環
境
課
生
活
環
境
係
長
）
▼
商

工
観
光
課
課
長
補
佐
兼
商
工
係
長
　
梶
原

新
三
（
政
策
推
進
課
課
長
補
佐
兼
広
報
広

聴
係
長
）
▼
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
兼
農

業
振
興
係
長
　
河
野
一
利
（
農
林
水
産
課

主
幹
兼
管
理
係
長
兼
農
業
振
興
係
長
）
▼

農
林
水
産
課
課
長
補
佐
兼
耕
地
林
業
係
長

阿
南
次
郎
（
契
約
検
査
室
次
長
兼
検
査
係

長
）
▼
都
市
建
設
課
課
長
補
佐
兼
用
地
係

長
　
藤
本
周
司
（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐

兼
生
涯
学
習
係
長
兼
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
長
）
▼
都
市
建
設
課
課
長
補
佐
兼
工

務
第
２
係
長
　
土
居
浩
二
（
上
下
水
道
課

課
長
補
佐
）
▼
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
　

井
上
進
（
生
活
環
境
課
課
長
補
佐
）
▼
上

下
水
道
課
課
長
補
佐
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
次

長
　
後
藤
嘉
信
（
農
林
水
産
課
課
長
補
佐

兼
耕
地
林
業
係
長
）
▼
会
計
課
課
長
補
佐

大
川
英
徳
（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼

農
林
水
産
課
主
幹
）
▼
議
会
事
務
局
次
長

兼
庶
務
係
長
兼
議
事
係
長
　
河
野
匡
位

（
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
兼
議
事
係
長
）

▼
教
育
総
務
課
課
長
補
佐
　
佐
藤
小
百
合

（
会
計
課
課
長
補
佐
）
▼
学
校
教
育
課
指

導
主
事
　
西
村
陽
子
（
大
分
県
教
育
委
員

会
か
ら
派
遣
）
▼
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐

兼
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
　
河
野
英

樹
（
総
務
課
主
幹
兼
総
務
人
事
係
長
兼
秘

書
係
長
）

【
係
長
級
】

▼
総
務
課
総
務
人
事
係
長
兼
秘
書
係
長
　

河
野
明
弘
（
財
政
課
財
政
係
長
）
▼
総
務

課
行
政
係
長
兼
危
機
管
理
室
副
主
幹
　
赤

野
公
彦
（
総
務
課
行
政
係
長
）
▼
総
務
課

＝
大
分
県
派
遣
　
池
部
英
明
（
福
祉
対
策

課
主
査
）
▼
財
政
課
財
政
係
長
　
吉
松
慎

史
（
財
政
課
主
査
）
▼
政
策
推
進
課
改
革

推
進
係
長
兼
地
域
振
興
係
長
　
今
村
敏
昭

（
政
策
推
進
課
地
方
創
生
改
革
推
進
係
長
）

▼
税
務
課
住
民
税
係
長
　
高
橋
康
治
（
教

育
総
務
課
企
画
管
理
係
長
）
▼
税
務
課
副

主
幹
　
古
橋
友
一
郎
（
福
祉
対
策
課
副
主

幹
）
▼
住
民
課
戸
籍
住
民
係
長
　
山
口
佳

子
（
福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援
係
長
）
▼

住
民
課
主
査
　
河
野
悟
史
（
都
市
建
設
課

主
査
）
▼
子
育
て
支
援
課
母
子
保
健
係
長

坂
西
文
枝
（
福
祉
対
策
課
母
子
保
健
係

長
）
▼
子
育
て
支
援
課
主
査
　
森
若
慶
太

郎
（
福
祉
対
策
課
主
任
）
▼
子
育
て
支
援

課
主
査
　
福
本
あ
ゆ
み
（
福
祉
対
策
課
主

査
）▼
健
康
増
進
課
主
査
　
一
宮
俊
之（
健

康
増
進
課
主
査
＝
大
分
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
派
遣
）
▼
生
活
環
境
課
副
主

幹
　
岩
﨑
誠
（
農
林
水
産
課
副
主
幹
）
▼

商
工
観
光
課
主
査
　
西
原
千
貴
（
政
策
推

進
課
主
査
）
▼
農
林
水
産
課
管
理
係
長
兼

水
産
振
興
係
長
　
坂
西
和
宏
（
商
工
観
光

課
商
工
係
長
）
▼
農
林
水
産
課
副
主
幹
　

本
田
憲
（
生
涯
学
習
課
副
主
幹
）
▼
都
市

建
設
課
管
理
係
長
　
橘
暁
子
（
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
管
理
係
長
）
▼
都
市
建
設
課
工

務
第
１
係
長
　
藤
井
英
明
（
都
市
建
設
課

工
務
第
２
係
長
）
▼
教
育
総
務
課
企
画
管

理
係
長
　
後
藤
将
児
（
税
務
課
住
民
税
係

長
）▼
学
校
教
育
課
主
査
　
吉
松
美
紀（
税

務
課
主
査
）
▼
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

長
　
首
藤
勇
（
杵
築
速
見
環
境
浄
化
組
合

副
主
幹
）
▼
生
涯
学
習
課
副
主
幹
　
村
田

浩
一
（
税
務
課
副
主
幹
）
▼
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
管
理
係
長
　
森
内
祐
二
（
日
出
町

立
図
書
館
管
理
指
導
係
長
兼
奉
仕
資
料
係

長
）
▼
日
出
町
立
図
書
館
管
理
指
導
係
長

兼
奉
仕
資
料
係
長
　
松
本
武
士
（
都
市
建

設
課
管
理
係
長
兼
用
地
係
長
）

【
主
任
以
下
】

▼
総
務
課
　
加
藤
康
洋
（
税
務
課
）
▼
総

務
課
　
山
本
薫
子
（
健
康
増
進
課
）
▼
総

務
課
　
上
野
達
雄
（
生
涯
学
習
課
）
▼
総

務
課
＝
別
杵
速
見
地
域
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
派
遣
　
友
永
悠
（
農
林
水
産
課
）

▼
財
政
課
　
衛
藤
真
一
（
上
下
水
道
課
）

▼
財
政
課
　
田
北
尚
志
（
財
政
課
＝
大
分

県
派
遣
）▼
政
策
推
進
課
　
釜
堀
晃
一（
総

　
平
成
29
年
３
月
31
日
付
け
で
職

員
７
名
（
う
ち
１
名
は
大
分
県

教
育
委
員
会
へ
異
動
）
が
退
職

し
、
新
た
に
８
名
を
採
用
し
ま
し

た
。
定
期
異
動
者
は
94
名
で
す
。

※
４
月
１
日
付
け
、（
　
）
は
旧
職

町職員人事異動
務
課
＝
別
杵
速
見
地
域
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
派
遣
）
▼
政
策
推
進
課
　
清
田
雄

太
（
商
工
観
光
課
）
▼
契
約
検
査
室
　
友

永
優
佳
子
（
福
祉
対
策
課
）
▼
税
務
課
　

青
井
隆
文
（
総
務
課
）
▼
福
祉
対
策
課
　

佐
藤
絵
莉
（
住
民
課
）
▼
福
祉
対
策
課
　

上
野
沙
苗
（
契
約
検
査
室
）
▼
子
育
て
支

援
課
　
石
川
智
佳
子
（
福
祉
対
策
課
）
▼

子
育
て
支
援
課
　
小
山
田
哲
平
（
文
化
振

興
室
）
▼
子
育
て
支
援
課
　
渡
邉
奈
生
子

（
政
策
推
進
課
）
▼
子
育
て
支
援
課
　
藤

井
聡
子
（
健
康
増
進
課
）
▼
健
康
増
進
課

水
口
祥
子
（
福
祉
対
策
課
）
▼
健
康
増
進

課
＝
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

派
遣
　
北
河
祐
一
（
健
康
増
進
課
）
▼
商

工
観
光
課
　
佐
藤
加
奈
（
総
務
課
）
▼
農

林
水
産
課
　
古
川
拓
也
（
財
政
課
）
▼
上

下
水
道
課
　
財
津
良
平
（
総
務
課
）
▼
文

化
振
興
室
　
長
野
康
範
（
総
務
課
＝
大
分

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
派
遣
）

【
新
採
用
】

▼
政
策
推
進
課
　
中
山
有
里
菜
▼
税
務
課

上
田
篤
貴
▼
健
康
増
進
課
　
吉
野
航
平
▼

健
康
増
進
課
　
梶
原
知
沙
▼
都
市
建
設
課

清
水
敦
史
▼
都
市
建
設
課
　
本
拓
郎
▼
生

涯
学
習
課
　
辛
島
芳
明
▼
藤
原
幼
稚
園
　

加
藤
知
枝

【
退
職
者
】

▼
藤
田
正
（
総
務
課
）
▼
原
田
秀
正
（
福

祉
対
策
課
）
▼
藤
本
孝
博
（
都
市
建
設
課
）

▼
小
野
裕
一
郎
（
議
会
事
務
局
）
▼
笠
置

久
美
子
（
生
涯
学
習
課
）
▼
松
本
靖
治
（
学

校
教
育
課
）
＝
大
分
県
教
育
委
員
会
へ
▼

幸
初
美
（
豊
岡
幼
稚
園
）

【
幼
稚
園
教
諭
】

○
主
任
教
諭
　
▼
豊
岡
幼
稚
園
　
奥
和
枝

（
日
出
幼
稚
園
）
▼
日
出
幼
稚
園
　
阿
部

佐
恵
子
（
川
崎
幼
稚
園
）
▼
藤
原
幼
稚
園

大
塚
博
美
（
大
神
幼
稚
園
）
▼
川
崎
幼
稚

園
　
河
野
志
紀
（
藤
原
幼
稚
園
）
▼
大
神

幼
稚
園
　
利
光
伊
津
美
（
日
出
幼
稚
園
）

○
教
諭
　
▼
日
出
幼
稚
園
　
佐
藤
恭
子

（
豊
岡
幼
稚
園
）
▼
日
出
幼
稚
園
　
西
智

恵
（
川
崎
幼
稚
園
）

平成29年度の非常勤・臨時職員を募集します
職種

（採用予定人数） 必要な資格・条件 職務内容

【①非常勤職員】
保健師または看護師
（１名）

保健師免許（または看護師免許）、普通
自動車免許、パソコン操作可能な方

介護予防教室の運営補助、地区公民館で
の健康相談、健康講話などの業務、訪問
による相談業務

【②臨時職員】
保健師または看護師
（１名）

保健師免許（または看護師免許）、普通
自動車免許、パソコン操作可能な方

特定健診、特定保健指導、国民健康保険
事業の実施および事務

■雇用期間　＊いずれも更新の可能性あり
①非常勤職員（平成 29年 6月１日～平成 30年３月 31日）
②臨時職員（平成 29年６月１日～平成 29年 11月 30日　＊最長１年）

■勤務時間、日数、賃金など
①勤務時間１日 7時間 15分 / 月 17日勤務　月額 200,600 円
（ただし、看護師の場合　月額 183,600 円）
②勤務時間１日 7時間 45分 / 日額 10,000 円
（ただし看護師の場合 9,000 円）
＊通勤距離が片道 2㌔以上の場合、別途通勤費用支給有

■募集期間
5 月 1日（月）～ 5月 19日（金）
＊土日祝を除く

■申込方法
市販の履歴書に必要事項を記入のう
え、総務課に提出してください。後日、
面接などを行います。

■提出・問合先
総務課　☎ 73-3150
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制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

　『おおいた学生ネット（ＮＰＯ法人大分県学生交流等協力支援協会）』は、大分県東京学生寮（昭和 47
年廃止）で学生時代を過ごした大分県出身者が中心となり、首都圏で勉学に励まれる大分県出身の学生を
支援する団体です。具体的な活動として、大分県知事や東京で活躍する郷土出身者の講演会、企業見学会
および進路相談など、学生の将来に役立つ各種事業を実施しています。
　このたび、上京して間もない大学生の新生活を応援すべく、大分県出身者が集う総会・懇親会で仲間づ
くりのお手伝いをします。郷土料理や楽しいイベントも用意されていますのでお気軽にご参加ください。

■在京県人会総会 ･懇親会の概要
日時：５月 20 日（土）11 時～ 14 時（10 時 30 分開場）
場所：グランドプリンスホテル高輪　地下１階『プリンスルーム』
　　　ＪＲ品川駅（高輪口）から徒歩約 10 分
会費：学生は無料
■申込方法
おおいた学生ネット事務局までメールでお申し込みをお願いします。
メールアドレスはこちら☞　oitagakusei@oita.zaq.jp
※氏名・出身市町村・出身高校・大学学部を明記してください（様式任意）。
　また、未成年の飲酒防止のため、20 歳未満か 20 歳以上の併記をお願いします。
■問合先
おおいた学生ネット事務局
担当：梶原修司　☎ 090-8579-3784

在京大分県人会総会・懇親会の開催について
～東京にいても大分とつながる場所がある～

交流ひろばHiCaLi『コミュニティスペース』がオープン！

■移住・定住相談
　移住・定住支援員が空き家バンクの情報提供をはじめと
した移住者支援を行います。移住前の相談から移住後の暮
らしのサポートまで、様々な情報を準備いたします。

■趣味・ボランティア仲間探し情報
　趣味やボランティアといった団体・個人の仲間募集の掲
示板を設置し、情報を発信します。
※掲示板での仲間募集を希望される方は、コミュニティス
ペース窓口でお申し込みください。

交流ひろばHiCaLi の会議室・多目的室の貸館業務について
5月2日（火）から以下のとおり変更します。
○受付場所　事務室
○受付時間　9：30～18：００
　　　　　���（毎週月曜日と最終木曜日を除く）

■問合先
交流ひろばHiCaLi　☎ 72-9797

　交流ひろばHiCaLi コミュニティスペースは、『移住・定住情報』や『趣味・ボランティアの仲間募集』など、
日出町の情報が集まり、誰でも気軽に立ち寄れる場所として活用いたします。
　今後、様々なイベントなども計画しています。
　図書館の開館日（月曜日休館）にあわせて、土・日・祝日も以下の窓口を設けます。
　ぜひお気軽にご利用ください。

皆様のご利用をお待ちしています

移住定住ＰＲ動画も
好評公開中！！
ぜひご覧ください！
（※町ＨＰでもご覧いただけます）QR コード

　大分県の配信する気象情報や地震情報などの防
災情報がメールで届きます。

　いざというときに備えて登録しておきましょう。

■配信される情報
・大雨警報や暴風警報などの気象警報
・県内での震度３以上の地震情報
・津波注意報、津波警報などの津波情報
・火山情報、土砂災害警戒情報、洪水予報
・避難勧告、避難指示などの避難情報
・光化学オキシダント情報、食中毒情報　など
■メールの登録方法
携帯電話から e@bousai-oita.jp まで空メールを送
るか、QRコードをご利用ください。
※登録までは、サイトの指示に従ってください。
■問合先　県防災対策室　☎ 097-506-3155

　毎年６月１日は、『県民防災アクションデー』と
して、サイレンの吹鳴を行っています。本年も下記
の日程でサイレンの吹鳴を行いますので、ご了承く
ださい。

■日時　６月１日（木）
　　　　９時 30 分から約２分間
■場所　町内の防災行政無線設置場所
■内容　風水害避難サイレンの吹鳴
■備考　・�これは訓練であり、実際の災害ではあり

ません。
　　　　・�これは県下一斉の取り組みであり、他市

町村も同様の放送を行っています。
■問合先　総務課危機管理室　☎ 73-3150

ご存知ですか？
防災無線を聞き直すことができます！

防災無線を聞きのがした際に、
電話にて内容を確認をすることができます。

防災無線電話確認ダイヤル
（フリーダイヤル）

【0120-673-010】
　　　　　（むなさわぎにおうとう）

■調査の目的
　工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにす
ることを目的とした統計法に基づく報告義務がある
重要な統計です。調査結果は、中小企業施策や地域
振興などの基礎資料として利活用されます。
■調査の対象・調査の期間
　従業者４人以上の全ての製造事業所を対象に、平
成 29 年６月１日時点で調査を実施します。５月の
中旬から調査員が皆さまの事業所を訪問します。調
査の趣旨・必要性をご理解いただき、調査票へのご
回答をお願いいたします。
■問合先　政策推進課　☎ 73-3116

平成 29年工業統計調査を実施します

県民安全・安心メール防災サイレンの吹鳴について

QR コード

登録しておけ
ば安心！

　最近、町道に隣接する民地から、生垣や樹
木が道路上にはみ出し、通行の障害となって
いる箇所が見受けられます。特に道路の幅が
狭い場所では、事故に繋がるおそれがありま
す。
　下のイラストで示す、官民境界を越える樹
木や生垣の所有者の方は伐採をお願いしま
す。
■問合先　都市建設課　☎ 73-3172

道路上にはみ出ている
樹木伐採のお願い

民地

官民境界

官民境界

民地道路
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制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

　『おおいた学生ネット（ＮＰＯ法人大分県学生交流等協力支援協会）』は、大分県東京学生寮（昭和 47
年廃止）で学生時代を過ごした大分県出身者が中心となり、首都圏で勉学に励まれる大分県出身の学生を
支援する団体です。具体的な活動として、大分県知事や東京で活躍する郷土出身者の講演会、企業見学会
および進路相談など、学生の将来に役立つ各種事業を実施しています。
　このたび、上京して間もない大学生の新生活を応援すべく、大分県出身者が集う総会・懇親会で仲間づ
くりのお手伝いをします。郷土料理や楽しいイベントも用意されていますのでお気軽にご参加ください。

■在京県人会総会 ･懇親会の概要
日時：５月 20 日（土）11 時～ 14 時（10 時 30 分開場）
場所：グランドプリンスホテル高輪　地下１階『プリンスルーム』
　　　ＪＲ品川駅（高輪口）から徒歩約 10 分
会費：学生は無料
■申込方法
おおいた学生ネット事務局までメールでお申し込みをお願いします。
メールアドレスはこちら☞　oitagakusei@oita.zaq.jp
※氏名・出身市町村・出身高校・大学学部を明記してください（様式任意）。
　また、未成年の飲酒防止のため、20 歳未満か 20 歳以上の併記をお願いします。
■問合先
おおいた学生ネット事務局
担当：梶原修司　☎ 090-8579-3784

在京大分県人会総会・懇親会の開催について
～東京にいても大分とつながる場所がある～

交流ひろばHiCaLi『コミュニティスペース』がオープン！

■移住・定住相談
　移住・定住支援員が空き家バンクの情報提供をはじめと
した移住者支援を行います。移住前の相談から移住後の暮
らしのサポートまで、様々な情報を準備いたします。

■趣味・ボランティア仲間探し情報
　趣味やボランティアといった団体・個人の仲間募集の掲
示板を設置し、情報を発信します。
※掲示板での仲間募集を希望される方は、コミュニティス
ペース窓口でお申し込みください。

交流ひろばHiCaLi の会議室・多目的室の貸館業務について
5月2日（火）から以下のとおり変更します。
○受付場所　事務室
○受付時間　9：30～18：００
　　　　　���（毎週月曜日と最終木曜日を除く）

■問合先
交流ひろばHiCaLi　☎ 72-9797

　交流ひろばHiCaLi コミュニティスペースは、『移住・定住情報』や『趣味・ボランティアの仲間募集』など、
日出町の情報が集まり、誰でも気軽に立ち寄れる場所として活用いたします。
　今後、様々なイベントなども計画しています。
　図書館の開館日（月曜日休館）にあわせて、土・日・祝日も以下の窓口を設けます。
　ぜひお気軽にご利用ください。

皆様のご利用をお待ちしています

移住定住ＰＲ動画も
好評公開中！！
ぜひご覧ください！
（※町ＨＰでもご覧いただけます）QR コード

　大分県の配信する気象情報や地震情報などの防
災情報がメールで届きます。

　いざというときに備えて登録しておきましょう。

■配信される情報
・大雨警報や暴風警報などの気象警報
・県内での震度３以上の地震情報
・津波注意報、津波警報などの津波情報
・火山情報、土砂災害警戒情報、洪水予報
・避難勧告、避難指示などの避難情報
・光化学オキシダント情報、食中毒情報　など
■メールの登録方法
携帯電話から e@bousai-oita.jp まで空メールを送
るか、QRコードをご利用ください。
※登録までは、サイトの指示に従ってください。
■問合先　県防災対策室　☎ 097-506-3155

　毎年６月１日は、『県民防災アクションデー』と
して、サイレンの吹鳴を行っています。本年も下記
の日程でサイレンの吹鳴を行いますので、ご了承く
ださい。

■日時　６月１日（木）
　　　　９時 30 分から約２分間
■場所　町内の防災行政無線設置場所
■内容　風水害避難サイレンの吹鳴
■備考　・�これは訓練であり、実際の災害ではあり

ません。
　　　　・�これは県下一斉の取り組みであり、他市

町村も同様の放送を行っています。
■問合先　総務課危機管理室　☎ 73-3150

ご存知ですか？
防災無線を聞き直すことができます！

防災無線を聞きのがした際に、
電話にて内容を確認をすることができます。

防災無線電話確認ダイヤル
（フリーダイヤル）

【0120-673-010】
　　　　　（むなさわぎにおうとう）

■調査の目的
　工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにす
ることを目的とした統計法に基づく報告義務がある
重要な統計です。調査結果は、中小企業施策や地域
振興などの基礎資料として利活用されます。
■調査の対象・調査の期間
　従業者４人以上の全ての製造事業所を対象に、平
成 29 年６月１日時点で調査を実施します。５月の
中旬から調査員が皆さまの事業所を訪問します。調
査の趣旨・必要性をご理解いただき、調査票へのご
回答をお願いいたします。
■問合先　政策推進課　☎ 73-3116

平成 29年工業統計調査を実施します

県民安全・安心メール防災サイレンの吹鳴について

QR コード

登録しておけ
ば安心！

　最近、町道に隣接する民地から、生垣や樹
木が道路上にはみ出し、通行の障害となって
いる箇所が見受けられます。特に道路の幅が
狭い場所では、事故に繋がるおそれがありま
す。
　下のイラストで示す、官民境界を越える樹
木や生垣の所有者の方は伐採をお願いしま
す。
■問合先　都市建設課　☎ 73-3172

道路上にはみ出ている
樹木伐採のお願い

民地

官民境界

官民境界

民地道路
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　離乳食教室では、離乳食の進め方の講話や離乳食の試食を
行っています。
　実際に初期から完了期までの離乳食をご用意していますの
で、味付けや固さを確認することができます。栄養士による相
談もお受けしていますので、これから離乳食を始める方も、す
でに離乳食を始めている方も、お気軽にご参加ください。
　申込は必要ありませんので、開催当日に直接会場にお越しく
ださい。

■開催日�
１回目　平成 29 年６月６日（火）
２回目　平成 29 年９月５日（火）
３回目　平成 29 年 12 月５日（火）
４回目　平成 30 年３月６日（火）
■時間　10 時 30 分～ 11 時 30 分
　　　　＊開始５分前までにお越しください。
■場所� 保健福祉センター　母子保健室
■持ってくるもの
お子さんのエプロンやスプーンなどを持ってくると良いです。
■対象� 離乳食期（１歳６カ月頃まで）の子どもと保護者

■問合先� 子育て支援課　☎ 73-3177

離乳食教室

健　康
子育て

＊診療時間 9時～ 17時
＊��町報発行後に休日当番医が変更にな
る場合があります。各医療機関や健康
増進課にご確認ください。

～５月の休日当番医～

� 3日�サンライズ酒井病院�72-2266
� 4日�真那井診療所� 72-5270
� 5日�さくら医院（皮膚科）�28-0777
� 7日�てしまこどもの杜ｸﾘﾆｯｸ�28-0870
�14日�矢野小児科医院� 72-1011
21日��鈴木病院� 73-2131
28日�サンライズ酒井病院�72-2266

5 月の休日当番医
健康増進課　☎ 73-3130

～６月の休日当番医～

� 4日�サンライズ酒井病院�72-2266
�11日�岡田内科ｸﾘﾆｯｸ� 28-0101
�18日�日出中央医院� 72-2534
�25日�日出児玉病院� 72-2724

心の健康・物忘れ相談

　県東部保健所では、精神科専門医による相談を毎月第２水曜日
　に行います。
　前日までに、電話で予約してください。

■日時� 　５月 10 日（水）14 時～
� 　６月 14 日（水）14 時～

■場所� 　県東部保健所　１階相談室
� 　（別府市大字鶴見字下田井 14-1）

■予約・問合先� 県東部保健所　地域保健課
� ☎ 67-2511　FAX�67-2512

■相談内容
　�精神科医師による精神保健医療福祉に関する相
談、認知症についての相談

さざんか児童館     ☎ 72 - 8383

日出町地域子育て支援センター
Ｈ

は ぐ

ＵＧくみ　　☎ 85 - 8820

●赤ちゃん広場（０歳児･要申込･200円）
　5/1(月) 10時30分～
●  ママのお部屋（要申込･400円）
　5/11(木) 10時~12時
●巡回児童館（大田公園で遊ぼう）
　5/15(月) 10時30分~（中央公民館）
●すくすく☆成長の記録   
　5/22(月) 10時~12時
●  親子グループ活動　10時30分～　
 0～1歳児 5/10･17･24 (水)
 2歳児 5/12･19･26 (金)
 3～5歳児 5/9･16･23 (火)

● 産後deヨガ (産後1年以内ママと赤ちゃん
･要申込･300円･バスタオル持参)

　5/1(月)･17(水) 11時～12時
● 親子リトミック教室 (乳幼児･要申込･

ボール)　5/2(火) 11時～12時
● 子連れdeヨガ (子育て中ママ･要申込･300

円)　5/15(月)11時～12時
● マタニティさん、あつまれ！『マタニ

ティおはなし会』 (妊娠中の方･要申込)　
　5/19(金) 10時～12時
● マタニティ・ヨガ (妊娠５カ月以上安定

期の方･要申込･500円)　
　5/8･22(月) 11時～12時
● ひじハピ『わくわく交換会』
　(子育て中ママ･要申込)　
　5/17(水) 10時30分～12時
● たのしい絵本の読み聞かせ (乳幼児)
　5/19(金) 11時15分～11時45分
● WAKUWAKUつみきくらぶ 　
　5/24(水) 10時30分～12時

５月の相談日
日出町地域子育て支援センター H

は ぐ

UG くみ

■申込・問合先　日出町地域子育て支援センター　☎ 85-8820

■日時　５月 17 日（水）　10 時～ 12 時
※５月の第１木曜日は、祝日のためお休みです。
■場所　交流ひろばHiCaLi 多目的室
■問合先　地域包括支援センター　☎ 73-3115

オレンジカフェひとやすみ
　物忘れに関する相談や、情報交換を気軽にできる場です。
物忘れが気になっている方、家に閉じこもりがちになってい
る方、配偶者や両親のことを相談したいご家族など、いろい
ろな方が集まっています。
　お茶やお菓子を準備しております。費用は無料です。毎月
第１木曜日、第３水曜日に開催しています。お気軽にお越し
ください。

こころの相談会
　日出町に住民票がある方に限ります。相談は無料。秘密は厳守
します。完全予約制の個別相談（１時間程度）です。
　相談日の２日前までに、お申し込みください。

■日時
　５月 10 日（水）・６月 14 日（水）
　９時～ 12 時、13 時～ 16 時
■場所　保健福祉センター
■予約・問合先　福祉対策課障害福祉係　☎ 73-3126

①　気になる子どもに寄り添う子育て相談会『暖
だんだん

暖』（＊要申込）
　　　５月８日（月）10 時～ 12 時
　　　相談員：精神保健福祉士　海口廣子氏
　　　　（協力：発達障がい児をもつ親と共に歩む会つむぐ）
②　ペアレントメンター相談日
　　　５月 17 日（水）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：松尾典子氏、三砂裕美氏
　　　　　　　（発達障がい児をもつ親と共に歩む会つむぐ）
③　保育コーディネーター相談日
　　　５月 18 日（木）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：高月美穂氏（藤原保育園主任保育士）
④　助産師相談日
　　　５月 26 日（金）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：深見育子氏（助産師）
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　　　　（協力：発達障がい児をもつ親と共に歩む会つむぐ）
②　ペアレントメンター相談日
　　　５月 17 日（水）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：松尾典子氏、三砂裕美氏
　　　　　　　（発達障がい児をもつ親と共に歩む会つむぐ）
③　保育コーディネーター相談日
　　　５月 18 日（木）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：高月美穂氏（藤原保育園主任保育士）
④　助産師相談日
　　　５月 26 日（金）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：深見育子氏（助産師）
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４
月
に
入
学
し
た
新
１
年
生
も

少
し
ず
つ
学
校
に
慣
れ
て
き
て
、

笑
顔
で
通
う
姿
と
新
し
い
ラ
ン
ド

セ
ル
や
制
服
が
初
々
し
さ
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
桜
の
開
花
は

例
年
よ
り
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、

入
学
式
や
始
業
式
の
時
期
に
咲
い

て
い
て
、
い
い
思
い
出
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
出
町
総
合
計
画
に
つ
い
て

　
日
出
町
議
会
平
成
29
年
第
１
回

定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
町
議
会

の
議
決
を
得
て
第
５
次
日
出
町
総

合
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

総
合
計
画
は
、
日
出
町
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
最
上
位
計
画
で
あ

り
、
平
成
37
年
度
を
目
標
年
度
と

し
て
町
の
将
来
像
を
示
す
と
と
も

に
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
基
本
的

政
策
や
推
進
方
法
を
定
め
た
も
の

で
す
。

　
計
画
を
作
る
に
際
し
て
、
住
民

の
皆
さ
ま
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
結
果
、『
住
み
よ
さ
を
感
じ
る
』

『
住
み
続
け
た
い
』
と
い
う
回
答

が
約
９
割
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
、

多
く
の
方
に
好
感
と
定
住
志
向
を

お
持
ち
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、『
め
ざ
す
ま
ち
の
将

来
像
は
』
と
の
問
い
に
対
し
、
回

答
が
多
か
っ
た
の
が
、『
子
育
て

の
ま
ち
』『
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

た
ま
ち
』『
福
祉
の
ま
ち
』『
活
力

あ
る
ま
ち
』
そ
し
て
『
便
利
で
快

適
な
ま
ち
』
で
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
第
５

次
日
出
町
総
合
計
画
で
は
、
ま
ち

の
将
来
像
を
『
住
む
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
る
ま
ち
』
と
し
、『
安
心

し
て
暮
ら
せ
て
、
活
力
が
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
』
に
取
り
組
む

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
の
施
策
と
し
て
、『
健
康
・
福

祉
』『
教
育
・
文
化
』『
産
業
振

興
』
な
ど
の
、
７
つ
の
分
野
に
つ

い
て
政
策
を
掲
げ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
こ
の
総
合
計
画
で
は
『
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
定
め
て
、
着

手
で
き
る
も
の
か
ら
平
成
29
年
度

予
算
に
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
27
年
の
国
勢
調
査
に

お
け
る
日
出
町
の
人
口
は

２
万
８
０
５
８
人
で
、
前
回
調
査

（
平
成
22
年
）
か
ら
１
６
３
人
減

少
し
ま
し
た
。
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
が
平
成
25
年
に

公
表
し
た
資
料
に
よ
り
ま
す
と
、

平
成
37
年
に
は
２
万
７
５
９
７
人

に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
的
な
人
口
減
少
傾
向
の
中
で

は
日
出
町
に
も
そ
の
影
響
が
及
ぶ

こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
減

少
を
少
し
で
も
抑
え
る
た
め
、
前

記
の
よ
う
な
政
策
を
進
め
、
住
民

の
皆
さ
ま
か
ら
『
住
ん
で
良
か
っ

た
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
、
そ

し
て
町
外
の
方
か
ら
は
『
住
む
な

ら
日
出
町
』
と
言
っ
て
い
た
だ
け

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て

　
日
出
町
で
は
、
介
護
や
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
の

中
で
、
認
知
機
能
が
低
下
し
て
い

る
方
が
８
１
０
人
い
ま
す
（
平
成

29
年
２
月
末
現
在
）。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
健
康
増

進
課
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
配

置
し
て
、
専
門
的
に
認
知
症
の
相

談
や
支
援
を
行
う
ほ
か
、
家
族
の

情
報
交
換
が
で
き
る
認
知
症
カ

フ
ェ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
平
成
28
年
度
に
は
、

認
知
症
高
齢
者
な
ど
の
安
全
の
確

保
と
家
族
の
精
神
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、『
認
知
症
高
齢
者
等

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
の

実
情
を
よ
く
知
っ
て
い
る
杵
築
日

出
警
察
署
、
日
出
消
防
署
、
日
出

町
消
防
団
を
は
じ
め
、
郵
便
局
や

宅
配
業
者
な
ど
の
事
業
者
、
店
舗
、

福
祉
施
設
そ
し
て
区
長
会
な
ど
に
、

捜
索
や
捜
索
支
援
を
お
願
い
す
る

こ
と
で
早
期
に
発
見
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
、
現
在
43
の
団
体
や
企

業
な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
情
報
伝
達
訓
練

や
連
絡
会
議
を
行
い
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
情
報
伝
達
の
問
題
点
や

メ
ー
ル
を
活
用
し
た
詳
し
い
情
報

の
伝
達
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
認
知
症
の
方
へ
の
対
応

に
つ
い
て
の
戸
惑
い
の
声
も
あ
り

ま
し
た
が
、
最
悪
な
結
末
に
な
ら

な
い
よ
う
可
能
な
限
り
協
力
す
る

と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
の
で
、

今
後
新
た
な
課
題
が
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
が
、
認
知
症
に
つ
い
て

地
域
の
皆
さ
ま
が
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
講
演
会
な
ど

を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
厚
生
労
働
省
が
平
成
27
年
に
策

定
し
た
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に

よ
る
と
、
認
知
症
の
高
齢
者
は
、

２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上
の
方

の
19
％
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
に
、
こ
の
『
認
知

症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
』
が
円
滑
に
機
能
す
る
よ
う
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町長室から
日出町長　本田 博文

第２回

定 期 相 談 図書館だより
日出町立図書館　☎ 72-3232

新刊案内

■今月の休館日
　１日（月）・８日（月）・15 日（月）・
　22 日（月）・25 日（木）～ 31 日（水）
※５月 25 日（木）～ 31 日（水）は年に一度の蔵書点検作業の
ため休館します。返却期限を過ぎた本をお持ちの方は、早急に
お返しください。点検期間中に返却される場合は、図書館入口
の返却ポストの中に入れてください。

■読み聞かせ（おはなしのへやで開催）
　○『ブーフーウー』による読み聞かせ
　　日時：　５月 13 日（土）　11 時～ 11 時 30 分
　　対象：　乳幼児～幼児
　○『FUMFUM（ふむふむ）』による読み聞かせ
　　※蔵書点検のためお休みします。

■図書館見学ツアー
　５月 20 日（土）　13 時 30 分～（事前にお申し込みください。）

〈鉄道の本〉

『‌絶滅危惧鉄道 2017』　
イカロス出版：編・刊

　いま、日本のローカル線が存続の危機に立たさ
れている。2016 年 12 月、北海道の留萌本線留萌
～増毛間の廃止は記憶に新しい。深刻な経営危機
が表面化した JR 北海道の各路線をはじめとして、
日本各地の路線が廃線候補（レッドリスト）に入っ
ている。本書ではそんな“いま乗っておきたい鉄道”
について、路線を中心に駅・車両まで紹介、さら
に地方鉄道を取り巻く現状も徹底解説する。

『国鉄広報部専属カメラマンの光跡
　　　　　　　　　　　レンズの奥の国鉄時代』
荒川好夫：著　交通新聞社：刊

　鉄道写真家の大御所、荒川好夫氏が旧国鉄本社
広報部の専属カメラマンであった当時の写真を掲
載。1969年～1987年の撮影取材の成果を中心に、
今だから明かせる撮影行での緊張感や心温まるエ
ピソードを時系列を追って紹介する。

〈鉄道の本〉

『鉄道の雑学大全　通も知らない驚きのネタ！』
櫻田純：監修　青春出版：刊

　元祖エキナカは “ キオスク ” それとも “ キヨス
ク ” ？／東京駅方面に行く列車がすべて “ 上り ” と
は限らない・・・／改札から出てはいけない駅が
あるって、ホント？／ファンでなくても思わず見
とれる “３電車同時発車 ”路線・・・などなど、大
人から子どもまで、鉄道ファンを夢中にさせる日
本の鉄道の面白ネタ 170 項目を紹介。

〈鉄道の本〉

●行政相談
　場所� なんでも相談室（役場新館１階）
　日時� ５月２日（火）10時～ 15時
　� ６月６日（火）10時～ 15時
　問合先� 総務課　☎ 73-3150
●心配ごと相談
　場所� 333 会議室（役場新館 3階）
　日時� ５月９日（火）10時～ 15時
　� ６月 13日（火）10時～ 15時
　問合先� 福祉対策課　☎ 73-3121
●なんでも相談（金曜日を除く平日）
　場所� なんでも相談室（役場新館１階）
　問合先� なんでも相談室　☎ 73-3118
●障がい児・者等支援相談
　相談先� �社会福祉法人みのり村・みのり

障がい者生活支援センター　
� ☎ 75-7020
　相談先� 児童発達支援センター
� 『プリンちゃん』
� ☎ 28-0250
●障がい児・者生活支援相談
　相談先� 太陽の家障害者生活支援センター
� ☎ 72-1682（８時～ 17時）
●高齢者総合相談
　相談先� 地域包括支援センター
� （健康増進課内）☎ 73-3115
●家庭児童・母子婦人相談
　相談先� 福祉対策課　☎ 73-3121
●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎ 0120-462-110
� （24 時間 365 日受付）
●無料人権相談所
　相談先� 大分地方法務局杵築支局
� ☎ 0978-62-2271
　なびダイヤル　☎ 0570-003-110
●法律相談（要予約）
　日時� 第２火曜日（保健福祉センター）
� 第４火曜日（役場 333 会議室）
� ※祝日の場合は休み
� 13 時 30 分～ 16時 30分
　費用� 30 分につき 5,400 円
� ※�収入が一定以下の方および多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会
� � 　☎ 097-536-1458
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に
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、
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通
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を
感
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日
出
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日
出
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会
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５
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、
住
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の
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け

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て

　
日
出
町
で
は
、
介
護
や
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
の

中
で
、
認
知
機
能
が
低
下
し
て
い

る
方
が
８
１
０
人
い
ま
す
（
平
成

29
年
２
月
末
現
在
）。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
健
康
増

進
課
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
配

置
し
て
、
専
門
的
に
認
知
症
の
相

談
や
支
援
を
行
う
ほ
か
、
家
族
の

情
報
交
換
が
で
き
る
認
知
症
カ

フ
ェ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
平
成
28
年
度
に
は
、

認
知
症
高
齢
者
な
ど
の
安
全
の
確

保
と
家
族
の
精
神
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、『
認
知
症
高
齢
者
等

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
の

実
情
を
よ
く
知
っ
て
い
る
杵
築
日

出
警
察
署
、
日
出
消
防
署
、
日
出

町
消
防
団
を
は
じ
め
、
郵
便
局
や

宅
配
業
者
な
ど
の
事
業
者
、
店
舗
、

福
祉
施
設
そ
し
て
区
長
会
な
ど
に
、

捜
索
や
捜
索
支
援
を
お
願
い
す
る

こ
と
で
早
期
に
発
見
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
、
現
在
43
の
団
体
や
企

業
な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
情
報
伝
達
訓
練

や
連
絡
会
議
を
行
い
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
情
報
伝
達
の
問
題
点
や

メ
ー
ル
を
活
用
し
た
詳
し
い
情
報

の
伝
達
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
認
知
症
の
方
へ
の
対
応

に
つ
い
て
の
戸
惑
い
の
声
も
あ
り

ま
し
た
が
、
最
悪
な
結
末
に
な
ら

な
い
よ
う
可
能
な
限
り
協
力
す
る

と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
の
で
、

今
後
新
た
な
課
題
が
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
が
、
認
知
症
に
つ
い
て

地
域
の
皆
さ
ま
が
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
講
演
会
な
ど

を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
厚
生
労
働
省
が
平
成
27
年
に
策

定
し
た
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に

よ
る
と
、
認
知
症
の
高
齢
者
は
、

２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上
の
方

の
19
％
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
に
、
こ
の
『
認
知

症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
』
が
円
滑
に
機
能
す
る
よ
う
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町長室から
日出町長　本田 博文

第２回

定 期 相 談 図書館だより
日出町立図書館　☎ 72-3232

新刊案内

■今月の休館日
　１日（月）・８日（月）・15 日（月）・
　22 日（月）・25 日（木）～ 31 日（水）
※５月 25 日（木）～ 31 日（水）は年に一度の蔵書点検作業の
ため休館します。返却期限を過ぎた本をお持ちの方は、早急に
お返しください。点検期間中に返却される場合は、図書館入口
の返却ポストの中に入れてください。

■読み聞かせ（おはなしのへやで開催）
　○『ブーフーウー』による読み聞かせ
　　日時：　５月 13 日（土）　11 時～ 11 時 30 分
　　対象：　乳幼児～幼児
　○『FUMFUM（ふむふむ）』による読み聞かせ
　　※蔵書点検のためお休みします。

■図書館見学ツアー
　５月 20 日（土）　13 時 30 分～（事前にお申し込みください。）

〈鉄道の本〉

『‌絶滅危惧鉄道 2017』　
イカロス出版：編・刊

　いま、日本のローカル線が存続の危機に立たさ
れている。2016 年 12 月、北海道の留萌本線留萌
～増毛間の廃止は記憶に新しい。深刻な経営危機
が表面化した JR 北海道の各路線をはじめとして、
日本各地の路線が廃線候補（レッドリスト）に入っ
ている。本書ではそんな“いま乗っておきたい鉄道”
について、路線を中心に駅・車両まで紹介、さら
に地方鉄道を取り巻く現状も徹底解説する。

『国鉄広報部専属カメラマンの光跡
　　　　　　　　　　　レンズの奥の国鉄時代』
荒川好夫：著　交通新聞社：刊

　鉄道写真家の大御所、荒川好夫氏が旧国鉄本社
広報部の専属カメラマンであった当時の写真を掲
載。1969年～1987年の撮影取材の成果を中心に、
今だから明かせる撮影行での緊張感や心温まるエ
ピソードを時系列を追って紹介する。

〈鉄道の本〉

『鉄道の雑学大全　通も知らない驚きのネタ！』
櫻田純：監修　青春出版：刊

　元祖エキナカは “ キオスク ” それとも “ キヨス
ク ” ？／東京駅方面に行く列車がすべて “ 上り ” と
は限らない・・・／改札から出てはいけない駅が
あるって、ホント？／ファンでなくても思わず見
とれる “３電車同時発車 ”路線・・・などなど、大
人から子どもまで、鉄道ファンを夢中にさせる日
本の鉄道の面白ネタ 170 項目を紹介。

〈鉄道の本〉

●行政相談
　場所� なんでも相談室（役場新館１階）
　日時� ５月２日（火）10時～ 15時
　� ６月６日（火）10時～ 15時
　問合先� 総務課　☎ 73-3150
●心配ごと相談
　場所� 333 会議室（役場新館 3階）
　日時� ５月９日（火）10時～ 15時
　� ６月 13日（火）10時～ 15時
　問合先� 福祉対策課　☎ 73-3121
●なんでも相談（金曜日を除く平日）
　場所� なんでも相談室（役場新館１階）
　問合先� なんでも相談室　☎ 73-3118
●障がい児・者等支援相談
　相談先� �社会福祉法人みのり村・みのり

障がい者生活支援センター　
� ☎ 75-7020
　相談先� 児童発達支援センター
� 『プリンちゃん』
� ☎ 28-0250
●障がい児・者生活支援相談
　相談先� 太陽の家障害者生活支援センター
� ☎ 72-1682（８時～ 17時）
●高齢者総合相談
　相談先� 地域包括支援センター
� （健康増進課内）☎ 73-3115
●家庭児童・母子婦人相談
　相談先� 福祉対策課　☎ 73-3121
●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎ 0120-462-110
� （24 時間 365 日受付）
●無料人権相談所
　相談先� 大分地方法務局杵築支局
� ☎ 0978-62-2271
　なびダイヤル　☎ 0570-003-110
●法律相談（要予約）
　日時� 第２火曜日（保健福祉センター）
� 第４火曜日（役場 333 会議室）
� ※祝日の場合は休み
� 13 時 30 分～ 16時 30分
　費用� 30 分につき 5,400 円
� ※�収入が一定以下の方および多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会
� � 　☎ 097-536-1458
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●
平
成
28
年
度
町
道
豊
岡
住
宅

団
地
30
号
線
道
路
改
良
工
事

　
通
行
車
両
と
歩
行
者
の
安
全

性
向
上
の
た
め
、
拡
幅
工
事
（
施

工
延
長
25
㍍
）
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
町
道
内
野
深
江

港
線
排
水
路
改
良
工
事

　
当
地
区
の
冠
水
を
防
ぎ
、
排

水
の
向
上
を
図
る
た
め
、
町
道

内
野
深
江
港
線
の
排
水
路
を
改

良
し
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
町
道
太
田
豊
岡

駅
前
線
舗
装
工
事

　
小
学
生
な
ど
の
歩
行
者
の
安

全
性
向
上
を
図
る
た
め
、
前
年

度
に
引
き
続
き
の
区
間
に
お
い

て
歩
道
を
新
設
し
ま
し
た
。
ま

た
、
豊
岡
警
察
官
駐
在
所
予
定

地
前
の
歩
道
を
新
設
し
、
敷
地

の
造
成
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
町
道
高
校
線
家

屋
撤
去
工
事

　
町
道
高
校
線
の
用
地
取
得
に

伴
い
、
家
屋
撤
去
を
行
い
ま
し

た
。

３
月
中
に
完
了
し
た
工
事

（
都
市
建
設
課
分
）

●
平
成
28
年
度
町
道
高
平
線
道

路
舗
装
工
事

　
舗
装
の
ひ
び
割
れ
が
大
き
い

箇
所
に
つ
い
て
、
舗
装
工
事
を

行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
日
出
町
歴
史
資

料
館
改
修
工
事

　
歴
史
的
な
史
料
を
保
存
す
る

た
め
、
湿
度
管
理
が
で
き
る
収

蔵
庫
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
日
出
町
お
た
め

し
移
住
施
設
改
修
工
事

　
地
域
の
魅
力
と
古
民
家
の
魅

力
の
両
方
を
感
じ
て
も
ら
い
、

移
住
に
つ
な
が
る
施
設
と
な
る

よ
う
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
日
出
町
旧
庁
舎

耐
震
改
修
工
事

　
築
47
年
が
経
過
し
た
役
場
旧

庁
舎
を
耐
震
改
修
し
、
耐
震
性

能
の
確
保
と
外
壁
の
改
修
お
よ

び
屋
上
防
水
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
日
出
町
庁
舎
新

館
空
調
改
修
工
事

　
設
置
後
約
20
年
が
経
過
し
た

新
館
空
調
設
備
の
取
替
え
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
町
道
辻
ノ
尾
千

騎
線
無
名
橋
更
新
工
事

　
通
行
の
安
全
確
保
と
町
が
管

理
し
て
い
る
橋
梁
の
適
正
な
維

持
管
理
を
図
る
た
め
、
老
朽
化

が
進
行
し
て
い
た
本
橋
梁
の
更

新
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
町
道
二
本
榎
弥

四
郎
線
道
路
改
良
工
事

　
通
行
の
利
便
性
の
向
上
と
、

歩
行
者
の
安
全
確
保
を
図
る
た

め
、
車
道
を
広
げ
、
歩
道
を
設

置
す
る
改
良
工
事
を
行
い
ま
し

た
。

●
平
成
27
年
度
（
繰
）　
町
道
内

野
深
江
港
線
道
路
改
良
工
事

　
川
崎
・
ホ
ン
ダ
太
陽
㈱
日
出

工
場
か
ら
大
神
漁
港
ま
で
の
間

の
道
路
幅
員
が
狭
い
た
め
、
年

次
計
画
に
よ
り
高
尾
公
民
館
か

ら
日
比
の
浦
入
口
ま
で
の
区
間

を
、
２
車
線
片
側
歩
道
付
き
の

道
路
に
拡
幅
し
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
町
道
須
崎
新
田

線
歩
道
舗
装
工
事

　
歩
行
者
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
傷
ん
だ
歩
道
の
舗

装
補
修
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
町
道
日
出
駐
車

場
線
道
路
改
良
工
事

　
円
滑
な
交
通
の
確
保
と
歩
行

者
の
安
全
性
向
上
を
図
る
た

め
、
町
道
日
出
駐
車
場
線
に
お

い
て
、
一
部
狭
く
な
っ
て
い
る

箇
所
を
２
車
線
と
す
る
と
と
も

に
、
歩
道
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

３
月
中
に
完
了
し
た

工
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
　
■
問
合
先
　
契
約
検
査
室

　
☎
73
‐
３
１
１
７

●
平
成
28
年
度
川
崎
工
場
南
棟

屋
上
防
水
改
修
工
事

　
工
業
団
地
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
川
崎
工
場
南
棟
に
お
い

て
、
屋
上
防
水
の
老
朽
に
よ
り
、

雨
漏
り
が
生
じ
て
い
た
た
め
、

施
設
の
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
川
崎
工
場
重
油

タ
ン
ク
等
撤
去
工
事

　
工
業
団
地
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
川
崎
工
場
に
お
い
て
、

不
要
と
な
っ
た
重
油
タ
ン
ク
等

の
撤
去
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
第
二
号
交
通
安

全
施
設
設
置
工
事

　
各
地
区
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

交
通
安
全
施
設
を
、
現
地
の
危

険
度
順
に
設
置
し
ま
し
た
。

耐震改修工事が完了した町旧庁舎

工業団地として活用されている川崎工場

（
農
林
水
産
課
分
）

●
平
成
28
年
度
農
業
基
盤
整
備

促
進
事
業
清
水
地
区
た
め
池
漏

水
防
止
対
策
工
事

　
農
業
用
取
水
源
で
あ
る
清
水

た
め
池
に
お
い
て
、
堤
体
の
左

岸
側
よ
り
漏
水
が
発
生
し
て
い

た
た
め
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
発
生
耕
地
災
害
復

旧
工
事
10
‐
１

●
平
成
28
年
発
生
耕
地
災
害
復

旧
工
事
10
‐
２

●
平
成
28
年
発
生
耕
地
災
害
復

旧
工
事
10
‐
５
０
１

●
平
成
28
年
発
生
耕
地
災
害
復

旧
工
事
10
‐
５
０
２

　
平
成
28
年
発
生
の
台
風
災
害

に
よ
り
被
災
し
た
水
田
法
面
の

復
旧
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

（
上
下
水
道
課
分
）

●
平
成
28
年
度
町
道
辻
ノ
尾
千

騎
線
配
水
管
布
設
工
事

　
町
道
辻
ノ
尾
千
騎
線
（
千
騎

地
区
）
は
配
水
管
の
整
備
が
行

わ
れ
て
い
な
い
区
間
が
あ
っ
た

た
め
、
配
水
管
（
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
管
φ
１
５
０
㍉
）
の
布
設
工

事
（
施
工
延
長
１
６
９
・
５
㍍
）

を
行
い
ま
し
た
。
　��

●
平
成
28
年
度
町
道
豊
岡
住
宅

団
地
30
号
線
配
水
管
布
設
替
工

事　
町
道
豊
岡
住
宅
団
地
30
号
線

の
配
水
管
が
老
朽
化
し
て
い
た

た
め
、
配
水
管
（
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
管
φ
50
㍉
）
の
敷
設
替
工
事

（
施
工
延
長
１
１
３
・
０
５
㍍
）

を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
町
道
広
域
川
崎

大
神
線
配
水
管
布
設
工
事

　
町
道
広
域
川
崎
線
に
下
水
道

管
（
φ
１
０
０
㍉
）
の
敷
設
工

事
（
施
工
延
長
２
９
３
㍍
）
を

行
い
ま
し
た
。��

●
平
成
27
年
度
（
繰
）　
県
道
日

出
真
那
井
杵
築
線
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
設
置
工
事

　
県
道
日
出
真
那
井
杵
築
線
に

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
２
台
、
ポ

ン
プ
制
御
盤
１
台
の
設
置
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
県
道
日
出
真
那

井
杵
築
線
汚
水
管
布
設
工
事

　
県
道
日
出
真
那
井
杵
築
線
に

下
水
道
管
（
塩
ビ
管
φ
２
０
０

㍉
）
の
布
設
工
事
（
施
工
延
長

１
８
２
・
９
㍍
）
を
行
い
ま
し

た
。

●
平
成
28
年
度
町
道
二
本
榎
弥

四
郎
線
配
水
管
布
設
替
工
事

　
町
道
二
本
榎
弥
四
郎
線
に
水

道
管
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
φ

１
０
０
㍉
）
の
布
設
工
事
（
施

工
延
長
53
㍍
）
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
東
部
内
野
深
江

港
線
汚
水
管
布
設
工
事

　
町
道
内
野
深
江
港
線
に
下
水

道
管
（
塩
ビ
管
φ
１
５
０
㍉
）

の
敷
設
工
事
（
施
工
延
長
66
・

２
㍍
）
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
東
部
西
小
深
江

地
区
汚
水
管
布
設
工
事

　
町
道
西
小
深
江
線
に
下
水

道
管
（
塩
ビ
管
φ�

１�

５�

０

㍉
）
の
敷
設
工
事
（
施
工
延
長

３
９
４
・
５
㍍
）
を
行
い
ま
し

た
。

献血の実施について
城下かれい祭りの会場にて、献血を実施します。
輸血を必要とする患者さんは、季節を問わずいらっしゃいます。
献血協力者の減少や、若年層の献血離れが問題となっております。
ぜひこの機会にご協力くださいますようお願いします。

■日時
平成 29 年５月 14 日（日）９時 30 分～ 15 時

■場所
日出町役場　駐車場（右図のとおり）

城下かれい祭りの情報は P.26 をご覧ください。
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●
平
成
28
年
度
町
道
豊
岡
住
宅

団
地
30
号
線
道
路
改
良
工
事

　
通
行
車
両
と
歩
行
者
の
安
全

性
向
上
の
た
め
、
拡
幅
工
事
（
施

工
延
長
25
㍍
）
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
町
道
内
野
深
江

港
線
排
水
路
改
良
工
事

　
当
地
区
の
冠
水
を
防
ぎ
、
排

水
の
向
上
を
図
る
た
め
、
町
道

内
野
深
江
港
線
の
排
水
路
を
改

良
し
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
町
道
太
田
豊
岡

駅
前
線
舗
装
工
事

　
小
学
生
な
ど
の
歩
行
者
の
安

全
性
向
上
を
図
る
た
め
、
前
年

度
に
引
き
続
き
の
区
間
に
お
い

て
歩
道
を
新
設
し
ま
し
た
。
ま

た
、
豊
岡
警
察
官
駐
在
所
予
定

地
前
の
歩
道
を
新
設
し
、
敷
地

の
造
成
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
町
道
高
校
線
家

屋
撤
去
工
事

　
町
道
高
校
線
の
用
地
取
得
に

伴
い
、
家
屋
撤
去
を
行
い
ま
し

た
。

３
月
中
に
完
了
し
た
工
事

（
都
市
建
設
課
分
）

●
平
成
28
年
度
町
道
高
平
線
道

路
舗
装
工
事

　
舗
装
の
ひ
び
割
れ
が
大
き
い

箇
所
に
つ
い
て
、
舗
装
工
事
を

行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
日
出
町
歴
史
資

料
館
改
修
工
事

　
歴
史
的
な
史
料
を
保
存
す
る

た
め
、
湿
度
管
理
が
で
き
る
収

蔵
庫
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
日
出
町
お
た
め

し
移
住
施
設
改
修
工
事

　
地
域
の
魅
力
と
古
民
家
の
魅

力
の
両
方
を
感
じ
て
も
ら
い
、

移
住
に
つ
な
が
る
施
設
と
な
る

よ
う
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
日
出
町
旧
庁
舎

耐
震
改
修
工
事

　
築
47
年
が
経
過
し
た
役
場
旧

庁
舎
を
耐
震
改
修
し
、
耐
震
性

能
の
確
保
と
外
壁
の
改
修
お
よ

び
屋
上
防
水
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
日
出
町
庁
舎
新

館
空
調
改
修
工
事

　
設
置
後
約
20
年
が
経
過
し
た

新
館
空
調
設
備
の
取
替
え
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
町
道
辻
ノ
尾
千

騎
線
無
名
橋
更
新
工
事

　
通
行
の
安
全
確
保
と
町
が
管

理
し
て
い
る
橋
梁
の
適
正
な
維

持
管
理
を
図
る
た
め
、
老
朽
化

が
進
行
し
て
い
た
本
橋
梁
の
更

新
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
町
道
二
本
榎
弥

四
郎
線
道
路
改
良
工
事

　
通
行
の
利
便
性
の
向
上
と
、

歩
行
者
の
安
全
確
保
を
図
る
た

め
、
車
道
を
広
げ
、
歩
道
を
設

置
す
る
改
良
工
事
を
行
い
ま
し

た
。

●
平
成
27
年
度
（
繰
）　
町
道
内

野
深
江
港
線
道
路
改
良
工
事

　
川
崎
・
ホ
ン
ダ
太
陽
㈱
日
出

工
場
か
ら
大
神
漁
港
ま
で
の
間

の
道
路
幅
員
が
狭
い
た
め
、
年

次
計
画
に
よ
り
高
尾
公
民
館
か

ら
日
比
の
浦
入
口
ま
で
の
区
間

を
、
２
車
線
片
側
歩
道
付
き
の

道
路
に
拡
幅
し
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
町
道
須
崎
新
田

線
歩
道
舗
装
工
事

　
歩
行
者
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
傷
ん
だ
歩
道
の
舗

装
補
修
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
町
道
日
出
駐
車

場
線
道
路
改
良
工
事

　
円
滑
な
交
通
の
確
保
と
歩
行

者
の
安
全
性
向
上
を
図
る
た

め
、
町
道
日
出
駐
車
場
線
に
お

い
て
、
一
部
狭
く
な
っ
て
い
る

箇
所
を
２
車
線
と
す
る
と
と
も

に
、
歩
道
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

３
月
中
に
完
了
し
た

工
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
　
■
問
合
先
　
契
約
検
査
室

　
☎
73
‐
３
１
１
７

●
平
成
28
年
度
川
崎
工
場
南
棟

屋
上
防
水
改
修
工
事

　
工
業
団
地
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
川
崎
工
場
南
棟
に
お
い

て
、
屋
上
防
水
の
老
朽
に
よ
り
、

雨
漏
り
が
生
じ
て
い
た
た
め
、

施
設
の
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
川
崎
工
場
重
油

タ
ン
ク
等
撤
去
工
事

　
工
業
団
地
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
川
崎
工
場
に
お
い
て
、

不
要
と
な
っ
た
重
油
タ
ン
ク
等

の
撤
去
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
第
二
号
交
通
安

全
施
設
設
置
工
事

　
各
地
区
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

交
通
安
全
施
設
を
、
現
地
の
危

険
度
順
に
設
置
し
ま
し
た
。

耐震改修工事が完了した町旧庁舎

工業団地として活用されている川崎工場

（
農
林
水
産
課
分
）

●
平
成
28
年
度
農
業
基
盤
整
備

促
進
事
業
清
水
地
区
た
め
池
漏

水
防
止
対
策
工
事

　
農
業
用
取
水
源
で
あ
る
清
水

た
め
池
に
お
い
て
、
堤
体
の
左

岸
側
よ
り
漏
水
が
発
生
し
て
い

た
た
め
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
発
生
耕
地
災
害
復

旧
工
事
10
‐
１

●
平
成
28
年
発
生
耕
地
災
害
復

旧
工
事
10
‐
２

●
平
成
28
年
発
生
耕
地
災
害
復

旧
工
事
10
‐
５
０
１

●
平
成
28
年
発
生
耕
地
災
害
復

旧
工
事
10
‐
５
０
２

　
平
成
28
年
発
生
の
台
風
災
害

に
よ
り
被
災
し
た
水
田
法
面
の

復
旧
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

（
上
下
水
道
課
分
）

●
平
成
28
年
度
町
道
辻
ノ
尾
千

騎
線
配
水
管
布
設
工
事

　
町
道
辻
ノ
尾
千
騎
線
（
千
騎

地
区
）
は
配
水
管
の
整
備
が
行

わ
れ
て
い
な
い
区
間
が
あ
っ
た

た
め
、
配
水
管
（
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
管
φ
１
５
０
㍉
）
の
布
設
工

事
（
施
工
延
長
１
６
９
・
５
㍍
）

を
行
い
ま
し
た
。
　��

●
平
成
28
年
度
町
道
豊
岡
住
宅

団
地
30
号
線
配
水
管
布
設
替
工

事　
町
道
豊
岡
住
宅
団
地
30
号
線

の
配
水
管
が
老
朽
化
し
て
い
た

た
め
、
配
水
管
（
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
管
φ
50
㍉
）
の
敷
設
替
工
事

（
施
工
延
長
１
１
３
・
０
５
㍍
）

を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
町
道
広
域
川
崎

大
神
線
配
水
管
布
設
工
事

　
町
道
広
域
川
崎
線
に
下
水
道

管
（
φ
１
０
０
㍉
）
の
敷
設
工

事
（
施
工
延
長
２
９
３
㍍
）
を

行
い
ま
し
た
。��

●
平
成
27
年
度
（
繰
）　
県
道
日

出
真
那
井
杵
築
線
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
設
置
工
事

　
県
道
日
出
真
那
井
杵
築
線
に

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
２
台
、
ポ

ン
プ
制
御
盤
１
台
の
設
置
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
県
道
日
出
真
那

井
杵
築
線
汚
水
管
布
設
工
事

　
県
道
日
出
真
那
井
杵
築
線
に

下
水
道
管
（
塩
ビ
管
φ
２
０
０

㍉
）
の
布
設
工
事
（
施
工
延
長

１
８
２
・
９
㍍
）
を
行
い
ま
し

た
。

●
平
成
28
年
度
町
道
二
本
榎
弥

四
郎
線
配
水
管
布
設
替
工
事

　
町
道
二
本
榎
弥
四
郎
線
に
水

道
管
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
φ

１
０
０
㍉
）
の
布
設
工
事
（
施

工
延
長
53
㍍
）
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
東
部
内
野
深
江

港
線
汚
水
管
布
設
工
事

　
町
道
内
野
深
江
港
線
に
下
水

道
管
（
塩
ビ
管
φ
１
５
０
㍉
）

の
敷
設
工
事
（
施
工
延
長
66
・

２
㍍
）
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
東
部
西
小
深
江

地
区
汚
水
管
布
設
工
事

　
町
道
西
小
深
江
線
に
下
水

道
管
（
塩
ビ
管
φ�
１�

５�

０

㍉
）
の
敷
設
工
事
（
施
工
延
長

３
９
４
・
５
㍍
）
を
行
い
ま
し

た
。

献血の実施について
城下かれい祭りの会場にて、献血を実施します。
輸血を必要とする患者さんは、季節を問わずいらっしゃいます。
献血協力者の減少や、若年層の献血離れが問題となっております。
ぜひこの機会にご協力くださいますようお願いします。

■日時
平成 29 年５月 14 日（日）９時 30 分～ 15 時

■場所
日出町役場　駐車場（右図のとおり）

城下かれい祭りの情報は P.26 をご覧ください。
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※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的

と
し
て
、
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
６
月
１
日
（
木
）

　
14
時
～
16
時

　
　（
受
付
13
時
30
分
～
）

▼
場
所
　

　�

県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
大

字
玉
沢
９
０
８
番
地
）

▼�

対
象
　
大
切
な
方
を
自
死
で

失
く
さ
れ
た
ご
遺
族

▼
申
込
期
限
　
５
月
24
日（
水
）

▼�

問
合
先
　
県
こ
こ
ろ
と
か
ら

だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り

　
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
と
は
、
が

ん
を
体
験
し
て
い
る
仲
間
や
、

そ
の
ご
家
族
の
交
流
の
場
で

す
。
体
験
を
分
か
ち
合
う
こ
と

で
お
互
い
が
癒
さ
れ
た
り
、
自

分
ら
し
い
過
ご
し
方
を
見
つ
け

る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
一
人
で
悩
ま
ず
サ
ロ

募��

集

ン
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

参
加
無
料
、
申
込
不
要
。

▼
日
時
　
５
月
12
日
（
金
）

　
14
時
～
16
時

▼
場
所
　

　
交
流
ひ
ろ
ば
Ｈ
ｉ
Ｃ
ａ
Ｌ
ｉ

▼�

対
象
　
が
ん
患
者
さ
ん
、
ご

家
族
（
ご
家
族
だ
け
の
参
加

も
可
）

▼�

問
合
先
　
別
府
医
療
セ
ン

タ
ー
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
67
‐
１
１
１
１

歯
と
口
の
健
康
図
画
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　
歯
と
口
の
健
康
週
間
（
６

月
４
日
～
10
日
）
に
ち
な
ん

で
、
歯
と
口
の
健
康
図
画
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。

　
両
コ
ン
ク
ー
ル
と
も
『
虫

歯
』
と
い
う
言
葉
を
使
う
場
合

は
、漢
字
の
『
虫
』
で
は
な
く
、

ひ
ら
が
な
の
『
む
し
』
を
使
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
特
定
の
商
品
名
な
ど

は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
】

　
画
用
紙
の
大
き
さ
は
四
ツ
切

ま
た
は
Ｂ
３
サ
イ
ズ
で
す
。

▼�

対
象
者
　
大
分
県
下
全
て
の

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校

の
幼
児
、
児
童
、
生
徒

▼�

応
募
方
法
　
幼
稚
園
、
学
校

を
通
し
て
応
募

▼
応
募
期
限

　�

５
月
15
日
（
月
）
必
着

【
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
】

　
歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
こ

と
な
ら
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼�

対
象
者
　
大
分
県
下
全
て
の

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校

の
幼
児
、
児
童
、
生
徒

▼�

応
募
方
法
　
学
校
名
、
学

年
、
氏
名
お
よ
び
ふ
り
が
な

を
明
記
の
う
え
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　�

６
月
９
日
（
金
）
必
着

＊�
郵
送
の
場
合
は
、
６
月
８
日

（
木
）
消
印
有
効

▼
問
合
先
　
大
分
県
歯
科
医
師
会

☎
０
９
７
‐
５
４
５
‐
３
１
５
１

身
体
に
や
さ
し
い
整
体
施
術
会

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が
伝

え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体
に
や

さ
し
い
整
体
の
施
術
会
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
　
５
月
９
日
（
火
）

　
13
時
～
17
時

▼�

場
所
　
深
見
記
念
館

▼
予
約
・�

問
合
先

　�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
の

会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

住
民
の
皆
さ
ま
の
相
談
窓
口
の

一
つ
と
し
て
、
毎
月
第
２
金
曜

日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼�

日
時
　

　�

５
月
12
日
（
金
）・
６
月
９

日
（
金
）
13
時
～
16
時

▼
場
所

　
役
場
新
館
３
３
３
会
議
室

▼
相
談
内
容

　�

遺
言
・
遺
産
相
続
・
自
動
車

登
録
・
内
容
証
明
ほ
か

▼�

問
合
先
　
大
分
県
行
政
書
士

会
杵
築
支
部
（
渡
邊
）

☎
75
‐
８
４
４
３

も
し
も
し
税
金
相
談
会

　
南
九
州
税
理
士
会
の
税
理
士

が
、
電
話
で
税
金
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。
電
話
で
あ
な

相��

談

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す

　
テ
ー
マ
は
「
脳
の
病
気
に
つ

い
て
」、
参
加
料
無
料
、
事
前

申
込
も
不
要
で
す
。
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
５
月
13
日
（
土
）

　
14
時
～

▼
場
所
　

　
サ
ン
ラ
イ
ズ
酒
井
病
院

　
２
階
総
合
受
付
前
フ
ロ
ア

▼�

講
師
　
酒
井
晃
治
　
医
師

　
　
　
　（
脳
神
経
外
科
）

▼�

問
合
先

　
サ
ン
ラ
イ
ズ
酒
井
病
院

☎
72
‐
２
２
６
６

防
災
管
理
新
規
講
習

▼
日
時
　
６
月
15
日
（
木
）

▼
場
所

　
大
分
県
教
育
会
館

▼�

受
付
期
間
　
５
月
16
日（
火
）

～
23
日
（
火
）

▼
受
講
料

　
６
５
０
０
円

▼
定
員
　
50
名

▼
申
込
書

○�

各
消
防
本
部
（
局
）、
協
会

の
窓
口
に
て
配
付

○�

日
本
防
火
・
防
災
協
会
お
よ

び
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

  

町
民
文
芸

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
相
談
時
間
　

　
平
日
　
10
時
～
14
時

＊�

お
一
人
当
た
り
の
相
談
時
間

は
お
お
よ
そ
20
分
以
内
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
必
ず

し
も
十
分
な
回
答
が
出
に
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
３
７
３
‐
６
７
８

け
ん
こ
う
体
操
　
笑
い
ヨ
ガ

　
動
き
や
す
く
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
体
調
に
不
安

の
あ
る
方
は
主
治
医
に
ご
相
談

の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参

加
無
料
。
申
込
不
要
。

▼�

日
時
　
５
月
18
日
（
木
）

　
10
時
～
11
時
30
分

▼�

場
所
　
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

▼�

対
象
　
患
者
さ
ん
、
ご
家
族

お
よ
び
一
般
の
方

�

▼��

問
合
先

　
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

　
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
67
‐
１
１
１
１

講��

座

た
の
住
ん
で
い
る
地
域
・
電
話

番
号
を
お
聞
き
し
、
お
近
く
の

税
理
士
か
ら
折
り
返
し
の
電
話

で
相
談
を
受
け
ま
す
。

▼
料
金
　
無
料

＊�

複
雑
な
案
件
で
は
有
料
の
場

（俳
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出

　
永
松
美
知
子

雪
柳
風
に
も
つ
れ
て
花
こ
ぼ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
真
那
井
　
渡
辺
　
薫

菜
の
花
や
風
は
黄
色
に
吹
く
斜
面

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
森
永
　
晏
司

桜
吹
く
城
址
を
囲
む
曲
り
松

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
坪
田
　
京
子

畔あ
ぜ

に
来
て
芹
と
香
り
を
摘
み
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
森
永
三
千
代

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
先
づ
は
白
か
ら
咲
き
始
め

　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
　
塩
出
千
鶴
子

木
蓮
が
遠
く
に
見
え
る
季
節
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
柳
恵
美
子

春
風
の
カ
ー
テ
ン
に
吹
い
て
私
も
踊
る

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
定
平
　
勝
義

春
日
和
ひ
ね
も
す
猫
と
日
向
縁

（短
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原

　
村
岡

　
祥
子

被
災
地
を
思
わ
ぬ
で
も
な
し

列
島
を
包
む
が
ご
と
く
桜
咲
き
初
む

　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
　
石
和
ト
シ
コ

息
こ

子
と
共
に
父
母
の
墓
前
に
詣
り
来
て

最
後
か
も
と
思
い
い
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
村
口
ク
ミ
コ

朝
日
射
す
厨

く
り
や

に
花
の
水
替
え
す

庭
に
咲
き
い
る
黄
水
仙
添
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
佐
藤
　
慶
子

初は
つ
う
ま午

の
祭
り
に
踊
る
ひ
ょ
っと
こ
に

追
い
掛
け
ら
れ
て
泣
く
子
逃
げ
る
子

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
北
野
ヤ
ス
ヱ

立
ち
枯
れ
の
泡あ

わ
だ
ち
そ
う

立
草
は
揺
れ
や
ま
ず

根
元
に
若
芽
は
群
れ
て
勢
う

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
河
野
　
麗
子

水
仙
の
白し

ろ色
く
気
高
く
咲
い
て
お
り

朝
な
夕
な
に
庭
木
の
中
で

2017.5 ㉒



※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的

と
し
て
、
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
６
月
１
日
（
木
）

　
14
時
～
16
時

　
　（
受
付
13
時
30
分
～
）

▼
場
所
　

　�

県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
大

字
玉
沢
９
０
８
番
地
）

▼�

対
象
　
大
切
な
方
を
自
死
で

失
く
さ
れ
た
ご
遺
族

▼
申
込
期
限
　
５
月
24
日（
水
）

▼�

問
合
先
　
県
こ
こ
ろ
と
か
ら

だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り

　
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
と
は
、
が

ん
を
体
験
し
て
い
る
仲
間
や
、

そ
の
ご
家
族
の
交
流
の
場
で

す
。
体
験
を
分
か
ち
合
う
こ
と

で
お
互
い
が
癒
さ
れ
た
り
、
自

分
ら
し
い
過
ご
し
方
を
見
つ
け

る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
一
人
で
悩
ま
ず
サ
ロ

募��

集

ン
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

参
加
無
料
、
申
込
不
要
。

▼
日
時
　
５
月
12
日
（
金
）

　
14
時
～
16
時

▼
場
所
　

　
交
流
ひ
ろ
ば
Ｈ
ｉ
Ｃ
ａ
Ｌ
ｉ

▼�

対
象
　
が
ん
患
者
さ
ん
、
ご

家
族
（
ご
家
族
だ
け
の
参
加

も
可
）

▼�

問
合
先
　
別
府
医
療
セ
ン

タ
ー
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
67
‐
１
１
１
１

歯
と
口
の
健
康
図
画
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　
歯
と
口
の
健
康
週
間
（
６

月
４
日
～
10
日
）
に
ち
な
ん

で
、
歯
と
口
の
健
康
図
画
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。

　
両
コ
ン
ク
ー
ル
と
も
『
虫

歯
』
と
い
う
言
葉
を
使
う
場
合

は
、漢
字
の
『
虫
』
で
は
な
く
、

ひ
ら
が
な
の
『
む
し
』
を
使
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
特
定
の
商
品
名
な
ど

は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
】

　
画
用
紙
の
大
き
さ
は
四
ツ
切

ま
た
は
Ｂ
３
サ
イ
ズ
で
す
。

▼�

対
象
者
　
大
分
県
下
全
て
の

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校

の
幼
児
、
児
童
、
生
徒

▼�

応
募
方
法
　
幼
稚
園
、
学
校

を
通
し
て
応
募

▼
応
募
期
限

　�

５
月
15
日
（
月
）
必
着

【
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
】

　
歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
こ

と
な
ら
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼�

対
象
者
　
大
分
県
下
全
て
の

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校

の
幼
児
、
児
童
、
生
徒

▼�

応
募
方
法
　
学
校
名
、
学

年
、
氏
名
お
よ
び
ふ
り
が
な

を
明
記
の
う
え
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　�

６
月
９
日
（
金
）
必
着

＊�

郵
送
の
場
合
は
、
６
月
８
日

（
木
）
消
印
有
効

▼
問
合
先
　
大
分
県
歯
科
医
師
会

☎
０
９
７
‐
５
４
５
‐
３
１
５
１

身
体
に
や
さ
し
い
整
体
施
術
会

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が
伝

え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体
に
や

さ
し
い
整
体
の
施
術
会
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
　
５
月
９
日
（
火
）

　
13
時
～
17
時

▼�

場
所
　
深
見
記
念
館

▼
予
約
・�

問
合
先

　�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
の

会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

住
民
の
皆
さ
ま
の
相
談
窓
口
の

一
つ
と
し
て
、
毎
月
第
２
金
曜

日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼�

日
時
　

　�

５
月
12
日
（
金
）・
６
月
９

日
（
金
）
13
時
～
16
時

▼
場
所

　
役
場
新
館
３
３
３
会
議
室

▼
相
談
内
容

　�

遺
言
・
遺
産
相
続
・
自
動
車

登
録
・
内
容
証
明
ほ
か

▼�

問
合
先
　
大
分
県
行
政
書
士

会
杵
築
支
部
（
渡
邊
）

☎
75
‐
８
４
４
３

も
し
も
し
税
金
相
談
会

　
南
九
州
税
理
士
会
の
税
理
士

が
、
電
話
で
税
金
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。
電
話
で
あ
な

相��

談

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す

　
テ
ー
マ
は
「
脳
の
病
気
に
つ

い
て
」、
参
加
料
無
料
、
事
前

申
込
も
不
要
で
す
。
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
５
月
13
日
（
土
）

　
14
時
～

▼
場
所
　

　
サ
ン
ラ
イ
ズ
酒
井
病
院

　
２
階
総
合
受
付
前
フ
ロ
ア

▼�

講
師
　
酒
井
晃
治
　
医
師

　
　
　
　（
脳
神
経
外
科
）

▼�

問
合
先

　
サ
ン
ラ
イ
ズ
酒
井
病
院

☎
72
‐
２
２
６
６

防
災
管
理
新
規
講
習

▼
日
時
　
６
月
15
日
（
木
）

▼
場
所

　
大
分
県
教
育
会
館

▼�

受
付
期
間
　
５
月
16
日（
火
）

～
23
日
（
火
）

▼
受
講
料

　
６
５
０
０
円

▼
定
員
　
50
名

▼
申
込
書

○�

各
消
防
本
部
（
局
）、
協
会

の
窓
口
に
て
配
付

○�
日
本
防
火
・
防
災
協
会
お
よ

び
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

  

町
民
文
芸

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
相
談
時
間
　

　
平
日
　
10
時
～
14
時

＊�

お
一
人
当
た
り
の
相
談
時
間

は
お
お
よ
そ
20
分
以
内
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
必
ず

し
も
十
分
な
回
答
が
出
に
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
３
７
３
‐
６
７
８

け
ん
こ
う
体
操
　
笑
い
ヨ
ガ

　
動
き
や
す
く
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
体
調
に
不
安

の
あ
る
方
は
主
治
医
に
ご
相
談

の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参

加
無
料
。
申
込
不
要
。

▼�

日
時
　
５
月
18
日
（
木
）

　
10
時
～
11
時
30
分

▼�

場
所
　
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

▼�

対
象
　
患
者
さ
ん
、
ご
家
族

お
よ
び
一
般
の
方

�

▼��

問
合
先

　
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

　
が
ん
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援
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ー

☎
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‐
１
１
１
１

講��

座

た
の
住
ん
で
い
る
地
域
・
電
話

番
号
を
お
聞
き
し
、
お
近
く
の

税
理
士
か
ら
折
り
返
し
の
電
話

で
相
談
を
受
け
ま
す
。

▼
料
金
　
無
料

＊�

複
雑
な
案
件
で
は
有
料
の
場

（俳
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
永
松
美
知
子

雪
柳
風
に
も
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て
花
こ
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す

　
　
　
　
　
　
　
　
真
那
井
　
渡
辺
　
薫

菜
の
花
や
風
は
黄
色
に
吹
く
斜
面

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
森
永
　
晏
司

桜
吹
く
城
址
を
囲
む
曲
り
松

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡

　
坪
田

　
京
子

畔あ
ぜ

に
来
て
芹
と
香
り
を
摘
み
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡

　
森
永
三
千
代

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
先
づ
は
白
か
ら
咲
き
始
め

　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎

　
塩
出
千
鶴
子

木
蓮
が
遠
く
に
見
え
る
季
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く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
大
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柳
恵
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子
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風
の
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テ
ン
に
吹
い
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踊
る
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出
　
定
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春
日
和
ひ
ね
も
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猫
と
日
向
縁

（短
歌
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藤
原
　
村
岡
　
祥
子

被
災
地
を
思
わ
ぬ
で
も
な
し

列
島
を
包
む
が
ご
と
く
桜
咲
き
初
む

　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
　
石
和
ト
シ
コ

息
こ

子
と
共
に
父
母
の
墓
前
に
詣
り
来
て

最
後
か
も
と
思
い
い
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原

　
村
口
ク
ミ
コ

朝
日
射
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厨

く
り
や

に
花
の
水
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す

庭
に
咲
き
い
る
黄
水
仙
添
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神

　
佐
藤

　
慶
子

初は
つ
う
ま午

の
祭
り
に
踊
る
ひ
ょ
っと
こ
に

追
い
掛
け
ら
れ
て
泣
く
子
逃
げ
る
子

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神

　
北
野
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ス
ヱ

立
ち
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れ
の
泡あ

わ
だ
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は
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に
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は
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れ
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勢
う

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
河
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の
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朝
な
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な
に
庭
木
の
中
で
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憲法週間を迎えて
　裁判所では、５月３日の憲法記念日を中心とした５
月１日から７日までを憲法週間と定めています。憲法
の精神や司法の役割を、国民の皆さんに理解していた
だくことを目的としています。

　大分地方裁判所では、憲法週間にちなんで次の行事
を実施します。

①無料法律・人権相談（予約不要）
　■日時　５月 10 日（水）
　　　　　９時 30 分～ 11 時／ 13 時～ 14 時 30 分
　■場所　 アイネス（大分県消費生活・男女共同参

画プラザ）２階大会議室

②裁判員体験ツアー（予約制・先着 28名）
　■日時　５月 25 日（木）
　　　　　14 時～ 15 時 15 分
　■場所　大分地方裁判所

＊裁判員体験ツアーは過去に参加された方は
　申し込みできません。
＊詳しくは、ホームページをご覧ください。

■問合・申込先
大分地方裁判所 総務課庶務係
☎ 097-532-7161（内線 608）
http://www.courts.go.jp/oita/

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

▼
申
込
・
問
合
先

　
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

子
育
て
支
援
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
パ
ソ
コ
ン
講
座
』

　
年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ

ん
。
無
料
託
児
は
人
数
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
申
込
時
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

＊
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▼
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
限
　
５
月
26
日（
金
）

【�

ワ
ー
ド
・

　
エ
ク
セ
ル
実
践
講
座
③
】

▼
日
時

　
６
月
２
・
９
・
16
・
23
日
（
金
）
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時
～
12
時

▼
受
講
料

　
３
０
０
０
円
（
全
４
回
）

【
無
料
Ｉ
Ｔ
相
談
】

▼
日
時
　
６
月
１
・
15
日
（
木
）

　
13
時
～
15
時

▼
申
込
・
問
合
先

　
パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

そ
の
他

ご
存
じ
で
す
か
？
検
察
審
査
会

　
交
通
事
故
な
ど
の
犯
罪
の
被

害
に
あ
っ
た
が
、
検
察
官
が
そ

の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持

ち
の
方
は
、
大
分
検
察
審
査
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼�

問
合
先

　�

大
分
検
察
審
査
会
事
務
局

（
大
分
市
荷
揚
町
７
‐
15

　
大
分
地
方
裁
判
所
内
）

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
６
１

『山口勝手割』のご案内
乗用車・バイク限定！フェリーでお得に山口県へ！

フェリーを使って、『美味しい』『楽しい』を見つけに出かけませんか。

① 愛媛県三崎港と大分県佐賀関港を結ぶ『国道九四
フェリー』をご利用になったお客さまは、その乗
船半券（上陸券）をご提示いただくと、山口県に
乗り入れるフェリー航路の運賃を『勝手に』割引
させていただきます。

② バイク・乗用車で山口県に乗り入れるフェリー航路
をご利用いただくお客さまには、①に関係なく、大
変お得なクーポン券（山口県柳井市、山口県周南市
を中心としたエリアの店舗で利用可）を差し上げま
す。松山市三津浜港・国東市竹田津港でお渡しします。

■問合先　山口県旅客船協会　☎ 0820-22-3311
中国運輸局山口運輸支局からのお知らせです！

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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・
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３
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尺
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）

上
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三
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（
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深
江
）

佐
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サ
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（
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）

二の丸館��イベント情報

４月 28日（金）～５月 29日（月）

風景街道『世間遺産』パネル展

藤
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（
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）

井
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る
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（
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町
）

橋
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（
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地
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）

増
野
　
仁き
み
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（
浩
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南
浜
）

兒
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遼
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ょ
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（
和
治�

日
出
中
央
）

阿
南
　
侑ゆ
う
か花�

（
孝
幸�

上
仁
王
）

執
行
　
海か
い
と翔�

（
政
志�

東
仁
王
）

坂

　
暁あ
き
な
り成�

（
正
晴�

東
仁
王
）

宮
﨑
　
一か
ず
と翔�

（
唯
　�

日
出
団
地
）

大
塚
　
陽よ
う
た太�

（
翔
太�

西
部
）

網
中
　
智と
も
ひ
ろ大�

（
四
郎�

中
部
）

日
野
　
琉る
い
が雅�

（
誠
也�

宗
行
）

成
久
　
由ゆ

ら桜�

（
智
彦�

西
小
深
江
）

原
　
　
咲さ
く
や也�

（
昌
平�

内
野
）

小
山
田
成な

な那�

（
哲
平�

内
野
）

藤
原
　
煌こ
う
き基�

（
晋
太
郎��

内
野
）

大
川
　
基
も
と
い�

（
貴
司��

三
尺
山
）

田
口
も
も
こ�

（
正
法�

高
尾
）

伊
藤
　
大ひ
ろ
と翔�

（
宗
吾��

原
山
）

中央公民館ホール　イベント情報

５月５日（金・祝）　12時 30分～ 15時 30分

日出中学校吹奏楽部定期演奏会

※無料、一般観覧可

県交通事故相談
交通事故の被害者・加害者で

お困りの方は、一人で悩まず

お気軽にご相談ください。

※無料

■相談日

平日（土・日・祝を除く）

８時 30分～ 12時、

13時～ 17時 15分

※面接時間は、９時～ 12時、

13時～ 16時

■場所　県庁別館５階

■問合先　県生活環境企画課

交通事故相談所

☎ 097-506-2166

あ
た
た
か
い
ご
寄
付
に
対
し
感
謝
い
た
し
ま
す
。

有
限
会
社
　
井
村
電
設

　
　
代
表
取
締
役

　
井
村

　
正
孝

　
様

　
　
　
　
日
出
町
大
字
豊
岡
63
番
地
１
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憲法週間を迎えて
　裁判所では、５月３日の憲法記念日を中心とした５
月１日から７日までを憲法週間と定めています。憲法
の精神や司法の役割を、国民の皆さんに理解していた
だくことを目的としています。

　大分地方裁判所では、憲法週間にちなんで次の行事
を実施します。

①無料法律・人権相談（予約不要）
　■日時　５月 10 日（水）
　　　　　９時 30 分～ 11 時／ 13 時～ 14 時 30 分
　■場所　 アイネス（大分県消費生活・男女共同参

画プラザ）２階大会議室

②裁判員体験ツアー（予約制・先着 28名）
　■日時　５月 25 日（木）
　　　　　14 時～ 15 時 15 分
　■場所　大分地方裁判所

＊裁判員体験ツアーは過去に参加された方は
　申し込みできません。
＊詳しくは、ホームページをご覧ください。

■問合・申込先
大分地方裁判所 総務課庶務係
☎ 097-532-7161（内線 608）
http://www.courts.go.jp/oita/

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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『山口勝手割』のご案内
乗用車・バイク限定！フェリーでお得に山口県へ！

フェリーを使って、『美味しい』『楽しい』を見つけに出かけませんか。

① 愛媛県三崎港と大分県佐賀関港を結ぶ『国道九四
フェリー』をご利用になったお客さまは、その乗
船半券（上陸券）をご提示いただくと、山口県に
乗り入れるフェリー航路の運賃を『勝手に』割引
させていただきます。

② バイク・乗用車で山口県に乗り入れるフェリー航路
をご利用いただくお客さまには、①に関係なく、大
変お得なクーポン券（山口県柳井市、山口県周南市
を中心としたエリアの店舗で利用可）を差し上げま
す。松山市三津浜港・国東市竹田津港でお渡しします。

■問合先　山口県旅客船協会　☎ 0820-22-3311
中国運輸局山口運輸支局からのお知らせです！

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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）

兒
嶋
　
遼
り
ょ
う�

（
和
治�

日
出
中
央
）

阿
南
　
侑ゆ
う
か花�

（
孝
幸�

上
仁
王
）

執
行
　
海か
い
と翔�

（
政
志�

東
仁
王
）

坂

　
暁あ
き
な
り成�

（
正
晴�

東
仁
王
）

宮
﨑
　
一か
ず
と翔�

（
唯
　�

日
出
団
地
）

大
塚
　
陽よ
う
た太�

（
翔
太�

西
部
）

網
中
　
智と
も
ひ
ろ大�

（
四
郎�

中
部
）

日
野
　
琉る
い
が雅�

（
誠
也�

宗
行
）

成
久
　
由ゆ

ら桜�

（
智
彦�

西
小
深
江
）

原
　
　
咲さ
く
や也�

（
昌
平�

内
野
）

小
山
田
成な

な那�

（
哲
平�

内
野
）

藤
原
　
煌こ
う
き基�

（
晋
太
郎��

内
野
）

大
川
　
基
も
と
い�
（
貴
司��

三
尺
山
）

田
口
も
も
こ�
（
正
法�

高
尾
）

伊
藤
　
大ひ
ろ
と翔�

（
宗
吾��
原
山
）

中央公民館ホール　イベント情報

５月５日（金・祝）　12時 30分～ 15時 30分

日出中学校吹奏楽部定期演奏会

※無料、一般観覧可

県交通事故相談
交通事故の被害者・加害者で

お困りの方は、一人で悩まず

お気軽にご相談ください。

※無料

■相談日

平日（土・日・祝を除く）

８時 30分～ 12時、

13時～ 17時 15分

※面接時間は、９時～ 12時、

13時～ 16時

■場所　県庁別館５階

■問合先　県生活環境企画課

交通事故相談所

☎ 097-506-2166

あ
た
た
か
い
ご
寄
付
に
対
し
感
謝
い
た
し
ま
す
。

有
限
会
社
　
井
村
電
設

　
　
代
表
取
締
役
　
井
村
　
正
孝
　
様

　
　
　
　
日
出
町
大
字
豊
岡
63
番
地
１
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※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

■日程� ５月 13 日（土）・
� ５月 14 日（日）
■場所� 日出城址周辺・日出漁港
■問合先� 城下かれい祭り実行委員会
� （事務局：商工観光課）
� ☎ 73-3158

イベントご案内

※���記載している時間は、いずれも開始時間です。
　�青色で表記しているイベントは、抽選または先着順
となりますので、詳しいスケジュールはホームペー
ジでご確認ください。

④≪二の丸館≫
　　・ふるさとレストラン（両日／ 10 時～）

⑤≪二の丸館そば役場駐車場≫
　　・お祭り屋台（両日／ 10 時～）
　　・地震体験車（13 日／ 11 時～）
　　・献血（14 日／ 9時 30 分～）

①≪二の丸館特設ステージ≫
　　【5月 13 日 ( 土 )】　
　　・オープニングセレモニー（10 時～）
　　・もちまき（10 時 20 分～）
　　・日出総合高校音楽部演奏（11 時～）
　　・河内明美オンステージ（13 時～）
　　・商工会青年部スペシャルライブ（16 時～）
　　　（内容：ライブペイント・タップダンスなど）
　　【5月 14 日 ( 日 )】　
　　・上城ハカセの "お魚談義 "（10 時～）
　　・ハーモニーランドショー「キティズパラダイス」（11時～）
　　・宮村将広オカリナライブ（12 時～）
　　・速水映人オンステージ（13 時～）

②≪日出小学校グラウンド≫
　　・Ｋトラ市（両日／ 10 時～）
　　・スタンプラリー抽選（両日／ 10 時～ 16 時）
　　・お祭り屋台（両日／ 10 時～）

③≪日出漁港≫
　　・海上パレード（13 日／ 10 時 40 分～）
　　・花火大会（13 日／ 20 時～）
　　　　　　　　　※雨天時は翌日開催
　　・漁師の味広場（両日／ 11 時～）
　　・漁船遊覧ツアー（13日／11時30分～・14日／10時30分～）
　　・お魚のつかみ取り
　　　（13 日／ 14 時、14 日／ 11 時・14 時）
　　　　　　　　　※ 2時間前から抽選券を配布

【写真　左】　速水映人オンステージ（14日 13時から）

【写真右上】　お魚のつかみ取り（日出漁港で両日開催）

【写真右下】　海上パレード（13日 10時 40分から）

教
育
委
員
会
だ
よ
り

的
に
は
、
子
ど
も
同
士
の
好
ま
し
い
人
間
関
係

や
子
ど
も
た
ち
と
教
職
員
の
信
頼
関
係
を
確
立

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
遺
憾
な
く
自
分
の
力

を
発
揮
で
き
、
可
能
性
を
広
げ
る
場
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
上
で
、

子
ど
も
の
個
性
や
長
所
を
引
き
出
し
、
磨
き
続

け
て
ほ
し
い
と
思
う
の
で
す
。
ま
た
、
小
・
中

学
校
に
お
い
て
は
、
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け

る
た
め
、
仲
間
と
共
に
学
ぶ
喜
び
、
分
か
る
喜

び
を
実
感
で
き
る
質
の
高
い
授
業
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

『
帰
り
た
い
家
庭
』
と
は

　
子
ど
も
た
ち
は
、
一
日
の
三
分
の
二
は
家
庭

を
中
心
と
し
て
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
家

庭
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
幸
福
感
が
味
わ
え
、

心
が
安
ら
ぐ
場
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
教
育
基
本
法
第
十
条
で
は
、『
基
本
的
な
生

活
習
慣
や
気
力
・
体
力
な
ど
、
生
き
て
い
く
上

で
基
本
的
な
力
を
培
う
の
は
、
家
庭
で
あ
る
』

と
い
う
概
念
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て

信
頼
関
係
を
育
み
、
自
分
で
解
決
す
る
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
た
り
、
自
立
へ
の
支
援
を
行
っ
た

り
す
る
こ
と
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
二
月
末
に
教
育
委
員
に
就
任
し
た
ば
か
り
で

す
が
、
こ
の
様
な
こ
と
が
実
現
で
き
る
よ
う
力

を
尽
く
す
こ
と
が
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
行
き
た
い
学
校
』『
帰
り
た
い
家
庭
』
づ
く

り
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
　
利
光
弘
文

　
教
育
委
員
会
の
代
表
と
し
て
、
卒
園
式
、
卒

業
式
に
参
列
し
ま
し
た
。
学
校
現
場
を
離
れ
て

久
し
ぶ
り
の
式
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長

し
た
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
、
深
い
感

動
を
覚
え
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　
ど
こ
の
園
・
学
校
で
も
式
次
第
の
中
に
『
お

別
れ
の
言
葉
』
が
あ
り
ま
す
。
今
回
参
列
し

た
式
で
も
、
在
園
・
在
校
中
の
多
く
の
思
い
出

が
語
ら
れ
、
教
職
員
、
保
護
者
、
地
域
の
方
に

対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
感
謝
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、
日
々
、

色
々
な
場
面
で
頑
張
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の

気
持
ち
に
応
え
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
そ
の
役
割
を
果
た
す
べ

く
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い

を
よ
り
強
く
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
、『
行
き
た
い
学
校
』『
帰
り
た

い
家
庭
』
づ
く
り
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

『
行
き
た
い
学
校
』
と
は

　
学
校
は
、
ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

行
け
る
場
所
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
具
体

　はじめまして、株式会社大廣製作所です。昭和
63年に大分県の誘致企業として大分工場が進出し
現在に至っています。弊社は大阪市に本社があり、
理容美容に関する器具を製造販売する会社です。
理容美容製品の製造販売において、国内で大手に
入ります。
　大分工場は日出総合高校近くにあり、約 40 名
の従業員がシャンプー椅子、バーバー椅子などの
理容美容製品の製造・組立に携わっており、椅子
について言えば、大分工場だけで年間約 4000 台
製造しています。現在、大分工場は主力工場であ
り、大阪市平野区にある大阪工場とお互いの利点
を生かし業務を補完し合っています。日出町で作
られた製品も、東京、大阪、名古屋、福岡を中心
とした国内市場に出荷され、海外向けも韓国を中

心に輸出されています。
　理容美容製品においてもインターネット販売に
よる安価な外国製品の輸入量が増えておりました
が、理容美容業界においては快適で安全であるこ
とが求められることもあり、近年は弊社の作るこ
だわりの製品への需要の回帰も感じられます。
　製品デザイン設計から製造までを手掛けること
を弊社の強みとしており、常に良いものを作るよ
う努力しています。また、求人募集も行っており
未経験の方でも丁寧にお教えしますので、弊社製
品に興味がある方はぜひご連絡ください。お待ち
しております。
　日出町大神にある大廣製作所大分工場を今後と
もよろしくお願いします。

【企業名】� 株式会社�大廣製作所�大分工場
【代表名】� 廣田弥助
【所在】� 日出町大字大神 1300 番地
【業務内容】� �理容美容器具全般の製造販売、
� エステティック機器の製造販売
【HP】� http://www.oohiro.ws/

日出町の企業、紹介します 17

大分工場で製造している売れ筋商品
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※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

■日程� ５月 13 日（土）・
� ５月 14 日（日）
■場所� 日出城址周辺・日出漁港
■問合先� 城下かれい祭り実行委員会
� （事務局：商工観光課）
� ☎ 73-3158

イベントご案内

※���記載している時間は、いずれも開始時間です。
　�青色で表記しているイベントは、抽選または先着順
となりますので、詳しいスケジュールはホームペー
ジでご確認ください。

④≪二の丸館≫
　　・ふるさとレストラン（両日／ 10 時～）

⑤≪二の丸館そば役場駐車場≫
　　・お祭り屋台（両日／ 10 時～）
　　・地震体験車（13 日／ 11 時～）
　　・献血（14 日／ 9時 30 分～）

①≪二の丸館特設ステージ≫
　　【5月 13 日 ( 土 )】　
　　・オープニングセレモニー（10 時～）
　　・もちまき（10 時 20 分～）
　　・日出総合高校音楽部演奏（11 時～）
　　・河内明美オンステージ（13 時～）
　　・商工会青年部スペシャルライブ（16 時～）
　　　（内容：ライブペイント・タップダンスなど）
　　【5月 14 日 ( 日 )】　
　　・上城ハカセの "お魚談義 "（10 時～）
　　・ハーモニーランドショー「キティズパラダイス」（11時～）
　　・宮村将広オカリナライブ（12 時～）
　　・速水映人オンステージ（13 時～）

②≪日出小学校グラウンド≫
　　・Ｋトラ市（両日／ 10 時～）
　　・スタンプラリー抽選（両日／ 10 時～ 16 時）
　　・お祭り屋台（両日／ 10 時～）

③≪日出漁港≫
　　・海上パレード（13 日／ 10 時 40 分～）
　　・花火大会（13 日／ 20 時～）
　　　　　　　　　※雨天時は翌日開催
　　・漁師の味広場（両日／ 11 時～）
　　・漁船遊覧ツアー（13日／11時30分～・14日／10時30分～）
　　・お魚のつかみ取り
　　　（13 日／ 14 時、14 日／ 11 時・14 時）
　　　　　　　　　※ 2時間前から抽選券を配布

【写真　左】　速水映人オンステージ（14日 13時から）

【写真右上】　お魚のつかみ取り（日出漁港で両日開催）

【写真右下】　海上パレード（13日 10時 40分から）

教
育
委
員
会
だ
よ
り

的
に
は
、
子
ど
も
同
士
の
好
ま
し
い
人
間
関
係

や
子
ど
も
た
ち
と
教
職
員
の
信
頼
関
係
を
確
立

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
遺
憾
な
く
自
分
の
力

を
発
揮
で
き
、
可
能
性
を
広
げ
る
場
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
上
で
、

子
ど
も
の
個
性
や
長
所
を
引
き
出
し
、
磨
き
続

け
て
ほ
し
い
と
思
う
の
で
す
。
ま
た
、
小
・
中

学
校
に
お
い
て
は
、
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け

る
た
め
、
仲
間
と
共
に
学
ぶ
喜
び
、
分
か
る
喜

び
を
実
感
で
き
る
質
の
高
い
授
業
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

『
帰
り
た
い
家
庭
』
と
は

　
子
ど
も
た
ち
は
、
一
日
の
三
分
の
二
は
家
庭

を
中
心
と
し
て
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
家

庭
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
幸
福
感
が
味
わ
え
、

心
が
安
ら
ぐ
場
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
教
育
基
本
法
第
十
条
で
は
、『
基
本
的
な
生

活
習
慣
や
気
力
・
体
力
な
ど
、
生
き
て
い
く
上

で
基
本
的
な
力
を
培
う
の
は
、
家
庭
で
あ
る
』

と
い
う
概
念
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て

信
頼
関
係
を
育
み
、
自
分
で
解
決
す
る
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
た
り
、
自
立
へ
の
支
援
を
行
っ
た

り
す
る
こ
と
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
二
月
末
に
教
育
委
員
に
就
任
し
た
ば
か
り
で

す
が
、
こ
の
様
な
こ
と
が
実
現
で
き
る
よ
う
力

を
尽
く
す
こ
と
が
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
行
き
た
い
学
校
』『
帰
り
た
い
家
庭
』
づ
く

り
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
　
利
光
弘
文

　
教
育
委
員
会
の
代
表
と
し
て
、
卒
園
式
、
卒

業
式
に
参
列
し
ま
し
た
。
学
校
現
場
を
離
れ
て

久
し
ぶ
り
の
式
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長

し
た
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
、
深
い
感

動
を
覚
え
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　
ど
こ
の
園
・
学
校
で
も
式
次
第
の
中
に
『
お

別
れ
の
言
葉
』
が
あ
り
ま
す
。
今
回
参
列
し

た
式
で
も
、
在
園
・
在
校
中
の
多
く
の
思
い
出

が
語
ら
れ
、
教
職
員
、
保
護
者
、
地
域
の
方
に

対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
感
謝
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、
日
々
、

色
々
な
場
面
で
頑
張
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の

気
持
ち
に
応
え
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
そ
の
役
割
を
果
た
す
べ

く
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い

を
よ
り
強
く
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
、『
行
き
た
い
学
校
』『
帰
り
た

い
家
庭
』
づ
く
り
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

『
行
き
た
い
学
校
』
と
は

　
学
校
は
、
ま
ず
、
子
ど
も
た
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　はじめまして、株式会社大廣製作所です。昭和
63年に大分県の誘致企業として大分工場が進出し
現在に至っています。弊社は大阪市に本社があり、
理容美容に関する器具を製造販売する会社です。
理容美容製品の製造販売において、国内で大手に
入ります。
　大分工場は日出総合高校近くにあり、約 40 名
の従業員がシャンプー椅子、バーバー椅子などの
理容美容製品の製造・組立に携わっており、椅子
について言えば、大分工場だけで年間約 4000 台
製造しています。現在、大分工場は主力工場であ
り、大阪市平野区にある大阪工場とお互いの利点
を生かし業務を補完し合っています。日出町で作
られた製品も、東京、大阪、名古屋、福岡を中心
とした国内市場に出荷され、海外向けも韓国を中

心に輸出されています。
　理容美容製品においてもインターネット販売に
よる安価な外国製品の輸入量が増えておりました
が、理容美容業界においては快適で安全であるこ
とが求められることもあり、近年は弊社の作るこ
だわりの製品への需要の回帰も感じられます。
　製品デザイン設計から製造までを手掛けること
を弊社の強みとしており、常に良いものを作るよ
う努力しています。また、求人募集も行っており
未経験の方でも丁寧にお教えしますので、弊社製
品に興味がある方はぜひご連絡ください。お待ち
しております。
　日出町大神にある大廣製作所大分工場を今後と
もよろしくお願いします。

【企業名】� 株式会社�大廣製作所�大分工場
【代表名】� 廣田弥助
【所在】� 日出町大字大神 1300 番地
【業務内容】� �理容美容器具全般の製造販売、
� エステティック機器の製造販売
【HP】� http://www.oohiro.ws/
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日 出 町 の 人 の う ご き

世帯数	 12,173	（＋ 34）	 ＋	163
人　口	 28,524	（－	37）	 ＋	 17
	 男	 13,668	（－	17）	 ＋	 4
	 女	 14,856	（－	20）	 ＋	 13
	 南端	 287	（－	 2）	
	 豊岡	 7,222	（　	 0）	
	 日出	 5,900	（－ 13）
	 藤原	 3,856	（－ 14）
	 川崎	 6,052	（－	 5）
	 大神	 5,207	（－	 3）
	 （　）	内は前月比
	 	内は平成 28 年４月１日比　

平成 29年 4月１日現在の
住民基本台帳の登録人口

川崎小の学校図書館が文部科学大臣賞を受賞
第 62回全九州学校図書館コンクール

創意工夫を凝らして、図書館づくりを進めてきた河野さん

河野　真由美さん（57）
（川崎小学校　学校司書）

　今年２月、第 62 回全九
州学校図書館コンクールに
おいて、川崎小学校の学校
図書館が最優秀賞である文
部科学大臣賞を受賞しまし
た。
　この賞は、教育活動にお
ける、学校図書館に期待さ
れている機能を充分に発揮
している学校図書館に贈ら
れるものです。
　川崎小学校の学校司書で
ある河野真由美さんは、今
年で勤務 30 年目になるベ
テラン。長年にわたって、
川崎小の図書館運営に携
わってきました。
　河野さんが目標としてい
る図書館像は『行きたくな
る図書館』『読みたい本が
ある図書館』『学習サポー
トのできる図書館』の３つ。
　「心が和み、落ち着いて
読書ができる雰囲気の図書
館づくりを心がけています。
また、誰が来ても読みたい
本があるように、選書にも
気を使っています」と河野

さんは話します。
　今回の受賞にあたり、高
く評価されたことの 1 つ
が、環境整備です。他校が
建て替えになった際に不要
になった図書館用品を譲り
受けるなどして、最小のコ
ストで備品の拡充を進めて
きたそうです。なかには家
具を加工して、備品として
活用しているものも。
　「DIY や ガーデニングな
ど、もともと “ 作る ” こと
が大好きなので、それを仕
事にうまく生かすことが出
来たと思っています」と、
ほほえみながら語る河野さ
ん。
　地区のふるさとまつりで
の収益金の一部が図書館運
営に充てられることも、大
きな助けになったといいま
す。
　川崎小の図書館は、かわ
いらしい小物などが随所に
散りばめられ、思わず本を
手に取り、ゆっくりと読書
を始めたくなるような雰囲

気です。 それはまるでお
しゃれな雑貨店のよう。
　教員と連携しながら、学
習をサポートをしていくと
いう学校司書の役割は、今
後ますます重要になってく
ると考えられます。
　「卒業生が図書館に来て
くれるときがあり、川崎小
の図書館はやっぱりいいな
と言ってくれるんです。そ
れがとても嬉しいですね」
そう語る河野さんの表情か
らは、仕事への大きな達成
感が感じられました。

思わず本を手に取りたくなる雰囲気の図書館
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